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旧石器の名称と計測部位

鉄製品の部位名称

自然面

背面

断面

切
きっ

先
さき

区
く

・関
まち

関
まち

歌
うた

口
くち

指
ゆび

孔
あな

鎬
しのぎ

腸
わた

抉
くり 逆

かえ

刺
り

刃部

目
め

釘
かぎ

孔

茎
なかご

尻
じり

大刀 横笛 第6 第5 第4 第3 第2 第1

鉄鏃

紡錘車

右側辺 腹面 打面

打面
幅

正面

幅

右側面

裏面
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長
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身
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輪
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ね

・
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ね
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写　真　図　版

江　平　遺　跡



江 平 遺 跡

1 江平遺跡遠景（上空南から）
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2 江平遺跡全景（南から）

4

遺　跡



4 江平遺跡全景（北から）

3 江平遺跡遠景（北西から）

江 平 遺 跡

5



6 調査区東部四面庇建物跡と周辺遺構

5 調査区東部全景

6

遺　跡

SB09～12

SB01・04



8 調査区西部遺構群（１）

7 調査区中央・西部遺構群

江 平 遺 跡

7



10 調査区北部全景

9 調査区西部遺構群（２）

8

遺　跡



11 基本土層

江 平 遺 跡

9

ａ 調査区中央部
ｂ 調査区北部
ｃ 調査区東部
ｄ 調査区南部



遺　構

10

12 旧石器時代調査区 ａ 調査区全景（北から）
ｂ 東部基底面（北から） ｃ 西部基底面（北西から）
ｄ 下位段丘基本土層（南から） ｅ 中位段丘基本土層（南から）



江 平 遺 跡

11

13 旧石器時代調査区1号ブロック ａ 全景（北から） ｂ 全景（北東から）
ｃ 石器出土状況（東から） ｄ 石器出土状況（南東から）
ｅ 土層堆積状況（南東から） ｆ 土層堆積状況（南東から）
ｇ ナイフ形石器・石核出土状況（南西から） ｈ ナイフ形石器出土状況（南東より）



遺　構

12

14 旧石器時代調査区1・2号ブロック・3号礫群 ａ 1号ブロック石斧出土状況（北西から） ｂ 1号ブロック剥片出土状況（南から）
ｃ 1号ブロック剥片出土状況（南から） ｄ 1号ブロック剥片出土状況（北から）
ｅ 3号礫群東部全景（北から）



江 平 遺 跡

13

15 旧石器時代調査区礫群・自然礫層 ａ 3号礫群西部全景（西から） ｂ 3号礫群出土層位（東から）
ｃ 1号礫群・礫層（北から） ｄ 1号礫群・礫層（東から）
ｅ 礫層露出状況（南東から） ｆ 礫層露出状況（東から）
ｇ 礫層露出状況（東から） ｈ 礫層露出状況（南西から）



遺　構

14

16 1号・2号住居跡 ａ 1号住居跡検出状況（南から）
ｂ 2号住居跡全景（西から）



江 平 遺 跡

15

17 2号住居跡 ａ 土層断面南側Ａ－Ａ′（西から） ｂ 土層Ａ－Ａ′（西から）
ｃ Ｐ1全景（北から） ｄ Ｐ2全景（北から）
ｅ 旧期カマド全景（西から） ｆ 貼床土層全景（北から）

ｇ 掘形全景（西から）



遺　構

16

18 3号住居跡 ａ 全景（南から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（東から）
ｃ Ｐ2土層（南から） ｄ カマド全景（南から）



江 平 遺 跡

17

19 4号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（西から）
ｃ Ｐ1全景（北から） ｄ 遺物出土状況（東から）



遺　構

18

20 5号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ 土層Ｂ－Ｂ′（北から）
ｃ Ｐ3土層（北東から） ｄ Ｐ8全景（南西から）



江 平 遺 跡

19

21 6号住居跡 ａ 全景（南から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（東から） ｃ Ｐ1全景（東から）
ｄ カマド全景（南から） ｅ カマド周辺遺物出土状況（南から）



遺　構

20

22 7・8号住居跡 ａ 7号住居跡カマド全景（西から）
ｂ 8号住居跡全景（南から）



江 平 遺 跡

21

23 10号住居跡 ａ 炭化材検出状況（西から）
ｂ カマド土層（南から） ｃ カマド土層（南から）
ｄ カマド袖土層（西から） ｅ 全景（北西から）



遺　構

22

24 9・11号住居跡 ａ 9・11号住居跡全景（北から）
ｂ 11号住居跡土層Ｂ－Ｂ′（東から） ｃ 11号住居跡Ｐ1土層（北西から）
ｄ 9号住居跡壁溝土層（東から） ｅ 9号住居跡全景（北から）



江 平 遺 跡

23

25 12・13号住居跡 ａ 12号住居跡全景（西から）
ｂ 13号住居跡全景（南西から）



遺　構

24

26 14・15号住居跡 ａ 14号住居跡全景（南から）
ｂ 15号住居跡全景（南から）



江 平 遺 跡

25

27 17・20号住居跡 ａ 17号住居跡全景（西から）
ｂ 20号住居跡全景（東から）



遺　構

26

28 19号住居跡 ａ 全景（南から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（東から）
ｃ 土層Ｂ－Ｂ′（北から）



江 平 遺 跡

27

29 21号住居跡・48号溝跡 ａ 21号住居跡完掘・48号溝跡全景（南から）
ｂ 土層Ｂ－Ｂ′（南から）
ｃ カマド土層（西から） ｄ カマド全景（西から）



遺　構

28

30 22号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ 2号カマド煙道部土層（南から） ｃ 1号・2号カマド全景（南西から）
ｄ 2号・3号カマド全景（西から） ｅ 4号カマド全景（北西から）



江 平 遺 跡

29

31 23・24号住居跡 ａ 23号住居跡全景（南から）
ｂ 24号住居跡全景（西から）



遺　構

30

32 25・27号住居跡 ａ 25号住居跡検出状況（南から）
ｂ 27号住居跡全景（北西から）



江 平 遺 跡

31

33 26号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ カマド全景（西から） ｃ カマドＰ1全景（北から）
ｄ 遺物出土状況（西から） ｅ 遺物出土状況（南から）



遺　構

32

34 28・29号住居跡 ａ 28号住居跡全景（南から）
ｂ 29号住居跡全景（北東から）



江 平 遺 跡

33

35 30号住居跡 ａ 全景（南から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（東から）
ｃ カマド全景（南から） ｄ Ｐ1全景（北西から）



遺　構

34

36 31・32号住居跡 ａ 31号住居跡全景（西から）
ｂ 32号住居跡全景（南から）



江 平 遺 跡

35

37 32号住居跡 ａ 土層А－Ａ′（南から）
ｂ 土層Ｂ－Ｂ′（西から）
ｃ 遺物出土状況（南から） ｄ 遺物出土状況（南から）
ｅ 遺物出土状況（北から） ｆ 掘形全景（南から）



遺　構

36

38 33号住居跡 ａ 全景（北西から）
ｂ 土層（南西から） ｃ Ｐ1土層（南から）
ｄ 掘形内土層（西から） ｅ 掘形全景（西から）



江 平 遺 跡

37

39 35号住居跡 ａ 全景（南から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（北から）
ｃ カマド全景（南から） ｄ Ｐ2全景（北から）



遺　構

38

40 36号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（南から） ｃ カマド内土層（南から）
ｄ 遺物出土状況（北から） ｅ カマド全景（西から）



江 平 遺 跡

39

41 37・38号住居跡 ａ 37号住居跡全景（西から）
ｂ 38号住居跡全景（東から）



遺　構

40

42 39号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（南から） ｃ 土層Ｃ－Ｃ′（北から）
ｄ Ｐ4内土層（北から） ｅ 土器出土状況（北から）



江 平 遺 跡

41

43 40号住居跡 ａ 全景（北西から）
ｂ カマド内土層（南西から） ｃ カマド全景（北西から）
ｄ Ｐ1全景（北西から） ｅ 台石出土状況（北西から）



遺　構

42

44 41・42号住居跡 ａ 41号住居跡全景（西から）
ｂ 42号住居跡全景（西から）



江 平 遺 跡

43

45 43号住居跡 ａ 全景（南から）
ｂ 土層Ｂ－Ｂ′（南から） ｃ 漆製品出土状況（南から）
ｄ カマド内土層（西から） ｅ カマド全景（南から）



遺　構

44

46 44号住居跡 ａ 全景（北から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（南西から） ｃ 漆製品出土状況（北から）
ｄ カマド内土層（西から） ｅ カマド全景（南から）



江 平 遺 跡

45

47 45号住居跡 ａ 全景（東から）
ｂ 土層Ｂ－Ｂ′（西から） ｃ 紡錘車出土状況（西から）
ｄ カマド全景（東から） ｅ 掘形全景（東から）



遺　構

46

48 46号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ Ｐ3内土層（東から） ｃ Ｐ3全景（東から）
ｄ Ｐ4・5内土層（西から） ｅ 土器出土状況（西から）



江 平 遺 跡

47

49 47ａ号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（北から）
ｃ カマド内土層（南から） ｄ Ｐ2全景（西から）



遺　構

48

50 47ｂ号住居跡 ａ 全景（北から）
ｂ Ｐ2内土層（北から） ｃ Ｐ2全景（西から）
ｄ Ｐ5全景（西から） ｅ 47ａ・ｂ号住居跡重複状況



江 平 遺 跡

49

51 48・49号住居跡 ａ 48号住居跡全景（東から）
ｂ 49号住居跡全景（西から）



遺　構

50

52 50ａ号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ Ｐ1内土層（南西から） ｃ Ｐ1全景（東から）
ｄ Ｐ3内土層（南西から） ｅ Ｐ3全景（西から）



江 平 遺 跡

51

53 50ｂ号住居跡 ａ 全景（南から）
ｂ Ｐ2内土層（東から） ｃ Ｐ2全景（南から）
ｄ Ｐ4全景（東から） ｅ 50ａ・ｂ号住居跡重複状況（南から）



遺　構

52

54 51号住居跡 ａ 全景（東から）
ｂ 土層Ｂ－Ｂ′（西から） ｃ Ｐ5全景（北から）
ｄ Ｐ4内土層（南から） ｅ Ｐ4全景（北から）



江 平 遺 跡

53

55 52号住居跡 ａ 全景（南から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（西から） ｃ 土層Ａ－Ａ′（西から）
ｄ カマド全景（南から） ｅ 掘形全景（南から）



遺　構

54

56 53号住居跡（１） ａ 遺物出土状況（北西から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（北西から） ｃ 土層Ａ－Ａ′（北西から）
ｄ カマド内土層（西から） ｅ Ｐ2内土層（北西から）



江 平 遺 跡

55

57 53号住居跡（２） ａ カマド全景（北西から） ｂ 土層Ｂ－Ｂ′（南西から）
ｃ 土器出土状況①（北西から） ｄ 土器出土状況②（北西から）
ｅ 土器出土状況③（北西から） ｆ 土器出土状況④（南東から）



遺　構

56

58 53・54号住居跡 ａ 53号住居跡Ｐ2全景　　　　　　　 ｂ 53号住居跡全景（北西から）
ｃ 53号住居跡掘形内土層（北西から） ｄ 53号住居跡掘形（北西から）
ｅ 54号住居跡全景（南から）



江 平 遺 跡

57

59 55号住居跡（１） ａ 全景（南から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（西から）
ｃ 地床炉（東から） ｄ 遺物出土状況（南から）



遺　構

58

60 55号住居跡（２） ａ 遺物出土状況（東から） ｂ 遺物出土状況（東から）
ｃ Ｐ4全景（東から） ｄ Ｐ17・18全景（北から）
ｅ Ｐ17断面（西から） ｆ 全景（西側から）



江 平 遺 跡

59

61 56号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ 土層Ｂ－Ｂ′（西から） ｃ カマド土層（西から）
ｄ Ｐ3全景（西から） ｅ Ｐ4全景（西から）



遺　構

60

62 57号住居跡 ａ 全景（南から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（西から） ｃ カマド土層（南から）
ｄ 遺物出土状況（南から） ｅ 遺物出土状況（西から）



江 平 遺 跡

61

63 58号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（北から） ｃ 遺物出土状況（北から）
ｄ 地床炉全景（南から） ｅ 掘形全景（西から）



遺　構

62

64 59・60号住居跡 ａ 59号住居跡全景（西から）
ｂ 60号住居跡全景（南から）



江 平 遺 跡

63

65 61～63号住居跡 ａ 61号住居跡全景（東から）
ｂ 62号・63号住居跡全景（東から）



遺　構

64

66 65号住居跡 ａ 全景（南から）
ｂ 土層Ａ－Ａ′（南から） ｃ カマド全景（南から）
ｄ 炭化材出土状況（南から） ｅ 炭化材出土状況（東から）



江 平 遺 跡

65

67 66号住居跡 ａ 全景（西から）
ｂ 土層Ｂ－Ｂ′（西から） ｃ カマド検出状況（西から）
ｄ Ｐ1全景（西から） ｅ カマド全景（西から）



遺　構

66

68 64・67ａ・67ｂ号住居跡 ａ 64号住居跡全景（東から）
ｂ 67ａ・ｂ号住居跡全景（東から）



江 平 遺 跡

67

69 68・69号住居跡 ａ 68号住居跡全景（東から）
ｂ 69号住居跡全景（南から）



遺　構

68

70 70・71号住居跡 ａ 70号住居跡全景（南から）
ｂ 71号住居跡全景（北から）



江 平 遺 跡

69

71 72号住居跡 ａ 全景（北から）
ｂ Ｐ1土層（西から） ｃ 地床炉断面（北東から）
ｄ Ｐ12全景（西から） ｅ Ｐ14全景（北から）



遺　構

70

72 73・74号住居跡 ａ 73号住居跡全景（南から）
ｂ 74号住居跡全景（南から）



73 1号建物跡

江 平 遺 跡

71

ａ 全景（西から）
ｂ 1号・7号建物跡全景（西から） ｃ 全景（南から）

ｄ Ｐ10土層断面（西から）



74 2号建物跡 ａ 全景（南から）
ｂ Ｐ1全景（南から） ｃ Ｐ6内土層（南から）
ｄ Ｐ6全景（南から） ｅ Ｐ9全景（南から）

72

遺　構



75 3・4号建物跡 ａ 3号建物跡全景（南から）
ｂ 4号建物跡全景（南から）

江 平 遺 跡

73



76 5・6号建物跡 ａ 5号建物跡全景（東から）
ｂ 6号建物跡全景（北から）

74

遺　構



77 7号建物跡

江 平 遺 跡

75

ａ 全景（南から）
ｂ Ｐ1内土層（南西から） ｃ Ｐ1全景（南から）
ｄ Ｐ8全景（北から） ｅ Ｐ9全景（西から）



78 8号建物跡 ａ 全景（東から）
ｂ Ｐ1内土層（南西から） ｃ Ｐ1全景（西から）
ｄ Ｐ2全景（西から） ｅ Ｐ3全景（西から）

76

遺　構



79 9号建物跡

江 平 遺 跡

77

ａ 全景（南から）
ｂ Ｐ1全景（南西から） ｃ Ｐ5全景（南から）
ｄ Ｐ8内土層（南東から） ｅ Ｐ8全景（南から）



80 10号建物跡 ａ 全景（南から）
ｂ Ｐ1全景（西から） ｃ Ｐ3全景（南東から）
ｄ Ｐ5内土層（南東から） ｅ Ｐ5全景（東から）

78

遺　構



81 11号建物跡（１）

江 平 遺 跡

79

ａ 全景（南から）
ｂ Ｐ3遺物出土状況（西から） ｃ Ｐ5全景（東から）
ｄ Ｐ9全景（南から） ｅ Ｐ3全景（南から）



82 11号建物跡（２）

80

ａ Ｐ15内土層（北東から） ｂ Ｐ15全景（西から）
ｃ Ｐ17全景（西から） ｄ Ｐ18全景（西から）
ｅ Ｐ21全景（北から） ｆ Ｐ22全景（北西から）
ｇ Ｐ24全景（北から） ｈ Ｐ26全景（南から）

遺　構



83 12号建物跡

江 平 遺 跡

81

ａ 全景（南から）
ｂ Ｐ1全景（南から） ｃ Ｐ7全景（西から）
ｄ Ｐ8内土層（南から） ｅ Ｐ13全景（南から）



84 12・13号建物跡 ａ 12号建物跡Ｐ17内土層（北東から） ｂ 12号建物跡Ｐ19全景（東から）
ｃ 12号建物跡Ｐ21全景（北から） ｄ 12号建物跡Ｐ22全景（北から）
ｅ 13号建物跡全景（南から）

82

遺　構



江 平 遺 跡

85 13号建物跡，1・3号柱列跡，

58・61～63号溝跡

83

ａ 13号建物跡Ｐ1全景（西から） ｂ 13号建物跡Ｐ4全景（南から）
ｃ 13号建物跡Ｐ5全景（東から） ｄ 13号建物跡Ｐ8全景（東から）
ｅ 13号建物跡Ｐ2全景（西から） ｇ 58・61・62・63号溝跡との位置関係（北西から）
ｆ 1号・3号柱列跡との位置関係（西から）

SD58 SD61

SB13

SD62

SD63



86 14号建物跡 ａ 全景（西から）
ｂ Ｐ1内土層（南から） ｃ Ｐ1全景（西から）
ｄ Ｐ4内土層（東から） ｅ Ｐ4全景（南から）

84

遺　構



87 15・16号建物跡 ａ 15号建物跡全景（北から）
ｂ 16号建物跡全景（北から）

江 平 遺 跡

85



88 17・18号建物跡 ａ 17号建物跡全景（西から）
ｂ 18号建物跡全景（西から）

86

遺　構



89 19・20号建物跡 ａ 19号建物跡全景（南から）
ｂ 20号建物跡全景（南から）

江 平 遺 跡

87



90 21・22号建物跡 ａ 21号建物跡全景（西から）
ｂ 22号建物跡全景（東から）

88

遺　構



91 23・24号建物跡 ａ 23号建物跡全景（南から）
ｂ 24号建物跡全景（西から）

江 平 遺 跡

89



92 25・26・27・28号建物跡 ａ 25号掘立建物跡全景（西から）
ｂ 26号掘立建物跡Ｐ1内土層（南から） ｃ 27号掘立建物跡Ｐ5内土層（北西から）
ｄ 28号掘立建物跡Ｐ1内土層（北から） ｅ 28号掘立建物跡Ｐ8内土層（西から）

90

遺　構



93 29・31号建物跡 ａ 29号掘立建物跡全景（南から）
ｂ 31号掘立建物跡全景（東から）

江 平 遺 跡

91



94 30号建物跡 ａ 全景（西から）
ｂ Ｐ1内土層（南西から） ｃ Ｐ2内土層（西から）
ｄ Ｐ5内土層（南東から） ｅ Ｐ10内土層（南東から）

92

遺　構



95 32・33号建物跡 ａ 32号建物跡全景（南から）
ｂ 33号建物跡全景（東から）

江 平 遺 跡

93



96 34～35・56～58号建物跡 ａ 34～35・56～58号全景（南から）
ｂ 建物跡全景（東から）

94

遺　構



江 平 遺 跡

97 34～37号建物跡

95

ａ 34号建物跡Ｐ4内土層（南から） ｂ 34号建物跡Ｐ7内土層（南西から）
ｃ 35号建物跡Ｐ3内土層（北から） ｄ 35号建物跡Ｐ4内土層（東から）
ｅ 36号建物跡Ｐ2内土層（南東から） ｆ 36号建物跡Ｐ4内土層（北東から）
ｇ 37号建物跡Ｐ3内土層（北から） ｈ 37号建物跡Ｐ4内土層（南から）



98 38～40号建物跡

96

ａ 38号掘立建物跡Ｐ3内土層（北西から） ｂ 38号掘立建物跡Ｐ4内土層（南東から）
ｃ 39号掘立建物跡Ｐ1内土層（南西から） ｄ 39号掘立建物跡Ｐ2内土層（東から）
ｅ 40号掘立建物跡Ｐ5内土層（北西から） ｆ 40号掘立建物跡Ｐ4内土層（北西から）
ｇ 40号掘立建物跡Ｐ20内土層（南西から） ｈ 40号掘立建物跡Ｐ9内土層（北東から）

遺　構



99 41・42号建物跡 ａ 41号建物跡全景（南から）
ｂ 42号建物跡全景（南から）

江 平 遺 跡

97



100 43～45号建物跡 ａ 43号建物跡Ｐ2内土層（南西から） ｂ 43号建物跡Ｐ6内土層（南東から）
ｃ 45号建物跡Ｐ5内土層（南から） ｄ 45号建物跡Ｐ8内土層（西から）
ｅ 44号建物跡全景（南から）

98

遺　構



101 46～48号建物跡 ａ 46号建物跡全景（東から）
ｂ 47号建物跡全景（南から）
ｃ 48号建物跡全景（南から）

江 平 遺 跡

99



遺　構

102 49・52・53号建物跡 ａ 49号建物跡全景（南から）
ｂ 52号建物跡全景（南から）
ｃ 53号建物跡全景（北から）

100



103 50・51号建物跡 ａ 50号建物跡全景（南から）
ｂ 51号建物跡全景（南から）

江 平 遺 跡

101



104 54・55号建物跡 ａ 54号建物跡全景（北から）
ｂ 55号建物跡全景（東から）

102

遺　構



105 56・57号建物跡 ａ 56号建物跡全景（南から）
ｂ 57号建物跡全景（東から）

江 平 遺 跡

103



106 58～60号建物跡 ａ 58号建物跡全景（南から）
ｂ 59・60号建物跡全景（東から）

104

遺　構



107 63～65・72号建物跡 ａ 63・64・72号建物跡全景（南から）
ｂ 65号建物跡全景（南西から）

江 平 遺 跡

105



遺　構

108 63・66～67・73・75～76号建物跡 ａ 66～67・75～76号建物跡全景（南から）
ｂ 63号建物跡Ｐ7内土層（東から） ｄ 73号掘立建物跡全景（西から）
ｃ 66号建物跡Ｐ3遺物出土状況（南東から）

106



109 68・69号建物跡 ａ 68号建物跡全景（東から）
ｂ 69号建物跡全景（西から）

江 平 遺 跡

107



110 68～71号建物跡 ａ 70・71号掘立建物跡全景（北から）
ｂ 68号建物跡Ｐ3土層（東から） ｃ 69号建物跡Ｐ4土層（南から）
ｄ 68号建物跡Ｐ5土層（南東から） ｅ 70号建物跡Ｐ2土層（北西から）

108

遺　構



111 74・77・78号建物跡 ａ 74号建物跡全景（南から）
ｂ 77・78号建物跡全景（北から）

江 平 遺 跡

109



112 79・80号建物跡 ａ 79号建物跡全景（北から）
ｂ 80号建物跡全景（北から）

110

遺　構



113 81・82号建物跡 ａ 81号建物跡全景（南から）
ｂ 82号建物跡全景（西から）

江 平 遺 跡

111



114 83ａ号建物跡 ａ 全景（東から）
ｂ Ｐ1土層（南西から） ｃ Ｐ5土層（北西から）
ｄ Ｐ8土層（北西から） ｅ Ｐ9土層（北東から）

112

遺　構



115 83ｂ・84号建物跡 ａ 83ｂ号建物跡全景（南から）
ｂ 84号建物跡全景（北から）

江 平 遺 跡

113



116 85・87号建物跡 ａ 85号建物跡全景（南から）
ｂ 87号建物跡全景（東から）

114

遺　構



117 86号建物跡

江 平 遺 跡

115

ａ 全景（南から）
ｂ Ｐ2土層（南西から） ｃ Ｐ7土層（北西から）
ｄ Ｐ2全景（東から） ｅ Ｐ7全景（東から）



118 88・89号建物跡 ａ 88号掘立建物跡全景（南から）
ｂ 89号掘立建物跡全景（東から）

116

遺　構



119 90・91号建物跡 ａ 90号建物跡全景（北から）
ｂ 91号建物跡全景（北から）

江 平 遺 跡

117



120 92・93号建物跡 ａ 92号建物跡全景（南から）
ｂ 93号建物跡全景（東から）

118

遺　構



121 94・95号建物跡 ａ 94号建物跡全景（南東から）
ｂ 95号建物跡全景（南東から）

江 平 遺 跡

119



122 96～98号建物跡 ａ 96・97号建物跡全景（東から）
ｂ 98号建物跡全景（西から） ｃ 98号建物跡Ｐ1土層（東から）
ｄ 98号建物跡Ｐ2土層（東から） ｅ 98号建物跡Ｐ3土層（東から）

120

遺　構



123 1号墳

江 平 遺 跡

121

ａ 全景（西から）
ｂ 周溝土層Ｆ－Ｆ′（西から） ｃ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｄ 土器出土状況①（南西から） ｅ 土器出土状況②（北から）



124 2号墳

122

ａ 検出（西から） ｂ 全景（西から）
ｃ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｄ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｅ 周溝土層Ｅ－Ｅ′（東から） ｆ 周溝土層Ｆ－Ｆ′（西から）
ｇ 土器出土状況①（西から） ｈ 土器出土状況②（北西から）

遺　構



125 2・3号墳 ａ 2号墳埋葬施設（西から） ｂ 2号墳底石検出状況（西から）
ｃ 3号墳全景（西から）

江 平 遺 跡

123



126 4号墳 ａ 全景（西から）
ｂ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｃ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｄ 周溝土層Ｅ－Ｅ′（東から） ｅ 周溝土層Ｆ－Ｆ′（東から）

124

遺　構



127 4・5号墳

江 平 遺 跡

125

ａ 4号墳埋葬施設南北土層断面（西から） ｂ 4号墳埋葬施設東西土層断面（南から）
ｃ 4号墳埋葬施設完掘（南から） ｄ 4号墳埋葬施設礫出土状況（南から）
ｅ 5号墳全景（西から）



128 5号墳周溝

126

ａ 土層Ｂ－Ｂ′（南から） ｂ 土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｃ 土層Ａ－Ａ′（東から） ｄ 土層Ｃ－Ｃ′（南東から）
ｅ 土器出土状況（北から） ｆ №1土器出土状況（南西から）
ｇ №4～8土器出土状況①（東から） ｈ №4～8土器出土状況②（北西から）

遺　構



129 6号墳

江 平 遺 跡

127

ａ 全景（南西から）
ｂ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｃ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｄ 周溝土層Ｅ－Ｅ′（東から） ｅ 周溝土層Ｆ－Ｆ′（東から）



130 7号墳 ａ 全景（南西から）
ｂ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｃ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｄ 周溝土層Ｅ－Ｅ′（東から） ｅ 周溝土層Ｆ－Ｆ′（東から）

128

遺　構



131 8号墳（１）

江 平 遺 跡

129

ａ 全景（北東から）
ｂ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｃ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｄ 周溝土層Ｆ－Ｆ′（東から） ｅ 周溝土層（西から）



遺　構

132 8号墳（２）

130

ａ 埋葬施設①全景（西から） ｂ 埋葬施設①東西土層（南から）
ｃ 埋葬施設①中央土層（西から）

ｄ 埋葬施設②全景（西から） ｅ 埋葬施設②東西土層東側（南から）
ｆ 埋葬施設②中央土層（西から）



133 8号墳（３）

江 平 遺 跡

131

ａ 埋葬施設①・②全景（西から）
ｂ 埋葬施設②大刀出土状況（南から） ｃ 遺物出土状況①（南から）
ｄ 遺物出土状況②（西から） ｅ 遺物出土状況③（西から）



134 9号墳 ａ 全景（南東から）
ｂ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｃ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｄ 周溝土層Ｅ－Ｅ′（東から） ｅ 周溝土層Ｆ－Ｆ′（東から）

132

遺　構



135 9・10号墳

江 平 遺 跡

133

ａ 9号墳周溝土師器出土状況①（西から） ｂ 9号墳周溝土師器出土状況②（南から）
ｃ 9号墳管玉出土状況①（北から） ｄ 9号墳管玉出土状況②（北から）
ｅ 10号墳全景（南から）



136 11号墳 ａ 全景（南から）
ｂ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｃ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｄ 周溝土層Ｅ－Ｅ′（東から） ｅ 周溝土層Ｆ－Ｆ′（東から）

134

遺　構



137 12号墳

江 平 遺 跡

135

ａ 全景（北から）
ｂ 検出状況（西から） ｃ 全景（西から）
ｄ 周溝土層Ｂ－Ｂ′（南から） ｅ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から）



138 13号墳（１） ａ 全景（西から）
ｂ 前方部周溝土層Ｈ－Ｈ′（東から） ｃ 前方部周溝土層Ｉ－Ｉ′（東から）
ｄ 後円部周溝土層Ｆ－Ｆ′（東から） ｅ 後円部周溝土層Ｇ－Ｇ′（東から）

136

遺　構



139 13号墳（２）

江 平 遺 跡

137

ａ 周溝北側くびれ部（西から） ｂ 周溝南側くびれ部（西から）
ｃ 前方部前端（南から） ｄ 後円部周溝北東部土器出土状況（北から）
ｅ 全景（北から）



140 14号墳 ａ 全景（北西から）
ｂ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｃ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｄ 周溝土層Ｅ－Ｅ′（東から） ｅ ブリッジ部（北西から）

138

遺　構



141 15号墳

江 平 遺 跡

139

ａ 全景（南から）
ｂ 検出状況（南から） ｃ 周溝土層Ｂ－Ｂ′（南から）
ｄ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｅ 周溝内埋葬施設（南から）



142 16号墳 ａ 全景（北西から）
ｂ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｃ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｄ 周溝土層Ｆ－Ｆ′（東から） ｅ 甕出土状況（南から）

140

遺　構



143 17号墳

江 平 遺 跡

141

ａ 全景（北から）
ｂ 周溝内土層Ｂ－Ｂ′（南から） ｃ 周溝内土層Ｃ－Ｃ′（北西から）
ｄ 甕出土状況（西から） ｅ 甕出土状況（東から）



144 18号墳 ａ 全景（南東から）
ｂ 周溝内土層Ｂ－Ｂ′（南から） ｃ 周溝内土層Ｃ－Ｃ′（北西から）
ｄ 17・18・26号墳の重複（北から） ｅ 17・18・26号墳重複（北から）

142

遺　構



145 19・20号墳 ａ 19号墳全景（北から）
ｂ 20号墳全景（北から）

江 平 遺 跡

143



146 21・22号墳 ａ 21号墳全景（北西から）
ｂ 22号墳全景（南から）

144

遺　構



147 23号墳

江 平 遺 跡

145

ａ 全景（北西から）
ｂ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｃ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｄ 周溝土層Ｅ－Ｅ′（東から） ｅ 周溝土層Ｆ－Ｆ′（東から）



148 24号墳 ａ 全景（西から）
ｂ 周溝土層Ｅ－Ｅ′（南から） ｃ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（東から）
ｄ 埋葬施設礫部検出①（西から） ｅ 埋葬施設礫部検出②（西から）

146

遺　構



江 平 遺 跡

149 24・25号墳

147

ａ 24号墳埋葬施設全景（西から） ｂ 24号墳埋葬施設土層Ｇ－Ｇ′（西から）
ｃ 24号墳墓坑全景（西から）

ｄ 25号墳全景（東から） ｅ 25号墳周溝土層Ａ－Ａ′（東から）
ｆ 25号墳周溝土層Ｂ－Ｂ′（西から）



150 26号墳 ａ 全景（北東から）
ｂ 検出（北東から） ｃ 周溝土層Ａ－Ａ′（北西から）
ｄ 周溝土層Ｂ－Ｂ′（北から） ｅ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から）

148

遺　構



151 27号墳

江 平 遺 跡

149

ａ 全景（北東から）
ｂ 周溝土層Ａ－Ａ′（東から） ｃ 周溝土層Ｂ－Ｂ′（南東から）
ｄ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｅ 周溝土層Ｅ－Ｅ′（北西から）



152 28号墳 ａ 全景（西から）
ｂ 周溝土層Ｇ－Ｇ′（南から） ｃ 周溝土層Ｅ－Ｅ′（南から）
ｄ №1・2土器出土状況（南から） ｅ №7～16土器出土状況（北西から）

150

遺　構



153 30号墳

江 平 遺 跡

151

ａ 全景（西から）
ｂ 周溝土層Ａ－Ａ′（南から） ｃ 埋葬施設遺物出土状況（南から）
ｄ 埋葬施設全景（西から） ｅ 埋葬施設土層（北から）



154 29・31号墳 ａ 29号墳全景（南から）
ｂ 31号墳全景（西から）

152

遺　構



155 31号墳（１） ａ 周溝土層Ｃ－Ｃ′（南から） ｂ 周溝土層Ｄ－Ｄ′（南から）
ｃ 埋葬施設割石検出状況（西から） ｄ 埋葬施設粘土検出（西から）
ｅ 埋葬施設側石検出状況（西から） ｆ 埋葬施設側石検出状況（東から）

江 平 遺 跡

153



156 31号墳（２） ａ 埋葬施設断割全景（西から）
ｂ 埋葬施設蓋石検出状況（東から） ｃ 埋葬施設遺物出土状況（南から）
ｄ 墓坑全景（西から） ｅ 31号墳・263号土坑全景（南から）

154

遺　構



江 平 遺 跡

157 1号～8号土坑

155

ａ 1号土坑全景（南から） ｂ 2号土坑内全景（西から）
ｃ 3号土坑・30号溝跡全景（南から） ｄ 4号土坑内土層（南から）
ｅ 5号土坑全景（南から） ｆ 6号土坑内全景（東から）
ｇ 7号土坑全景（西から） ｈ 8号土坑内土層（北から）



158 9～16号土坑

156

ａ 9号土坑全景（西から） ｂ 10号土坑全景（東から）
ｃ 11号土坑全景（南から） ｄ 12号土坑全景（北から）
ｅ 13号土坑全景（東から） ｆ 14号土坑全景（東から）
ｇ 15号土坑全景（北から） ｈ 16号土坑全景（南から）

遺　構



江 平 遺 跡

159 17～21・24・25号土坑

157

ａ 17号土坑全景（南から） ｂ 19号土坑全景（南から）
ｃ 18号土坑全景（南から） ｄ 18号土坑内土層（南から）
ｅ 20号土坑全景（南から） ｆ 21号土坑全景（南東から）
ｇ 24号土坑全景（西から） ｈ 25号土坑全景（南から）



160 26～33号土坑

158

ａ 26号土坑全景（東から） ｂ 27号土坑全景（西から）
ｃ 28号土坑全景（南から） ｄ 29号土坑全景（南から）
ｅ 30号土坑全景（北から） ｆ 31号土坑全景（南から）
ｇ 32号土坑全景（西から） ｈ 33号土坑全景（西から）

遺　構



江 平 遺 跡

161 34～41号土坑

159

ａ 34号土坑全景（北東から） ｂ 35号土坑全景（南から）
ｃ 36号土坑全景（西から） ｄ 37号土坑全景（西から）
ｅ 38号土坑全景（南から） ｆ 39号土坑全景（西から）
ｇ 40号土坑全景（東から） ｈ 41号土坑全景（南から）



162 43～50号土坑

160

ａ 43号土坑全景（西から） ｂ 44号土坑全景（東から）
ｃ 45号土坑全景（西から） ｄ 46号土坑全景（西から）
ｅ 47号土坑全景（南から） ｆ 48号土坑全景（南から）
ｇ 49号土坑全景（南から） ｈ 50号土坑全景（西から）

遺　構



江 平 遺 跡

163 51～55・57・61号土坑

161

ａ 51号土坑全景（南から） ｂ 52号土坑内土層（南から）
ｃ 53号土坑全景（東から） ｄ 54号土坑全景（南東から）
ｅ 55号土坑全景（東から） ｆ 57号土坑全景（北から）
ｇ 61号土坑全景（西から）



遺　構

164 58・59・62～65号土坑

162

ａ 58号土坑全景（南から） ｂ 59号土坑全景（南から）
ｃ 62号土坑全景（南から） ｄ 63号土坑全景（西から）
ｅ 64号土坑全景（北西から） ｆ 65号土坑全景（西から）



江 平 遺 跡

165 66～69・71～73号土坑

163

ａ 66号土坑全景（東から） ｂ 67号土坑全景（北西から）
ｃ 68号土坑全景（東から） ｄ 69号土坑全景（東から）
ｅ 71号土坑全景（東から） ｆ 72号土坑全景（北西から）
ｇ 73号土坑全景（西から）



166 74・76～79・81号土坑

164

ａ 74号土坑全景（西から） ｂ 78号土坑全景（西から）
ｃ 76号土坑全景（西から） ｄ 76号土坑土器出土状況（北から）
ｅ 77号土坑全景（東から） ｆ 77号土坑遺物出土状況（南東から）
ｇ 79号土坑全景（北西から） ｈ 81号土坑全景（西から）

遺　構



江 平 遺 跡

167 80・82～85・87～88号土坑

165

ａ 80号土坑全景（北西から） ｂ 80号土坑内土層（南から）
ｃ 82号土坑全景（東から） ｄ 83号土坑内全景（東から）
ｅ 84号土坑全景（東から） ｆ 85号土坑全景（西から）
ｇ 87号土坑全景（南から） ｈ 88号土坑全景（南から）



168 89～96号土坑

166

ａ 89号土坑全景（東から） ｂ 90号土坑全景（南から）
ｃ 91号土坑全景（南から） ｄ 92号土坑全景（南から）
ｅ 93号土坑全景（南から） ｆ 94号土坑全景（南から）
ｇ 95号土坑全景（北から） ｈ 96号土坑全景（西から）

遺　構



江 平 遺 跡

169 98～104・106号土坑

167

ａ 98号土坑内土層（南から） ｂ 99号土坑全景（南東から）
ｃ 100号土坑全景（南東から） ｄ 101号土坑全景（西から）
ｅ 102号土坑内土層（西から） ｆ 103号土坑全景（南から）
ｇ 104号土坑全景（東から） ｈ 106号土坑全景（南東から）



遺　構

170 105・107・108・110～112・114～115号土坑

168

ａ 105号土坑全景（東から） ｂ 107号土坑全景（南から）
ｃ 108号土坑全景（南から）

ｄ 110・111号土坑全景（南西から） ｅ 112号土坑全景（東から）
ｆ 114号土坑全景（西から） ｇ 115号土坑全景（西から）



江 平 遺 跡

171 116～121号土坑

169

ａ 116号土坑内土層（西から） ｂ 117号土坑全景（西から）
ｃ 118号土坑全景（西から） ｄ 120号土坑全景（西から）
ｅ 119号土坑全景（南から） ｆ 121号土坑全景（北東から）



遺　構

172 122～126号土坑

170

ａ 122号土坑内土層（南東から） ｂ 123号土坑全景（北西から）
ｃ 123号土坑内土層（北東から）

ｄ 124号土坑全景（南から） ｅ 125号土坑全景（北東から）
ｆ 126号土坑全景（西から） ｇ 126号土坑内土層（西から）



江 平 遺 跡

173 127～129号土坑

171

ａ 127号土坑全景（北から） ｂ 127号土坑内土層断面（南西から）
ｃ 128号土坑全景（西から） ｄ 128号土坑内土層断面（西から）
ｅ 129号土坑内土層（南西から） ｆ 129号土坑内土層断面（南西から）
ｇ 129号土坑主体部（東から） ｈ 129号土坑付属ピット内土層（北西から）



174 130～132号土坑

172

ａ 130号土坑全景（西から） ｂ 130号土坑内南北土層（西から）
ｃ 130号土坑掘形全景（西から） ｄ 130号土坑内東西土層（南から）
ｅ 131号土坑全景（東から） ｆ 131号土坑内土層（北から）
ｇ 132号土坑全景（北から） ｈ 132号土坑内土層（西から）

遺　構



江 平 遺 跡

175 133～137号土坑

173

ａ 133号土坑全景（南から） ｂ 133号土坑内土層（南から）
ｃ 134号土坑全景（西から） ｄ 135号土坑内全景（南から）
ｅ 136号土坑全景（北から） ｆ 136号土坑刀子出土状況（北から）
ｇ 137号土坑全景（東から） ｈ 137号土坑内土層（北から）



遺　構

176 138～142号土坑

174

ａ 138号土坑全景（西から） ｂ 138号土坑内土層（南から）
ｃ 138号土坑内石出土状況（西から）

ｄ 139号土坑全景（西から） ｅ 140号土坑全景（西から）
ｆ 141号土坑全景（南から） ｇ 142号土坑全景（西から）



江 平 遺 跡

177 143～150号土坑

175

ａ 143号土坑全景（南から） ｂ 144号土坑全景（東から）
ｃ 145号土坑全景（南東から） ｄ 146号土坑全景（北から）
ｅ 147号土坑全景（西から） ｆ 148号土坑全景（西から）
ｇ 149号土坑全景（東から） ｈ 150号土坑全景（南から）



178 151～158号土坑

176

ａ 151号土坑全景（北から） ｂ 152号土坑全景（北から）
ｃ 153号土坑全景（東から） ｄ 154号土坑全景（北から）
ｅ 155号土坑全景（北から） ｆ 156号土坑全景（北から）
ｇ 157号土坑全景（北から） ｈ 158号土坑全景（南西から）

遺　構



江 平 遺 跡

179 159～166号土坑

177

ａ 159号土坑全景（南から） ｂ 160号土坑全景（南から）
ｃ 161号土坑全景（北東から） ｄ 162号土坑全景（北から）
ｅ 163号土坑全景（南から） ｆ 164号土坑全景（南東から）
ｇ 165号土坑全景（南東から） ｈ 166号土坑全景（南東から）



180 167～172・176・177号土坑

178

ａ 167号土坑全景（東から） ｂ 168号土坑全景（南から）
ｃ 169号土坑全景（東から） ｄ 170号土坑全景（東から）
ｅ 171号土坑全景（南から） ｆ 172号土坑全景（西から）
ｇ 176号土坑全景（南から） ｈ 177号土坑全景（南から）

遺　構



江 平 遺 跡

181 178～185号土坑

179

ａ 179号土坑全景（南から） ｂ 179号土坑掘形全景（南から）
ｃ 180号土坑全景（西から） ｄ 180号土坑内土層（南から）
ｅ 178号土坑全景（南から） ｆ 181号土坑内全景（南から）
ｇ 182号土坑全景（北から） ｈ 183～185号土坑全景（西から）



182 186～193号土坑

180

ａ 186号土坑内全景（西から） ｂ 187号土坑全景（西から）
ｃ 188号土坑内全景（南から） ｄ 189号土坑全景（東から）
ｅ 190号土坑内土層（北西から） ｆ 191号土坑全景（南から）
ｇ 192号土坑全景（西から） ｈ 193号土坑内土層（西から）

遺　構



江 平 遺 跡

183 194～201号土坑

181

ａ 194号土坑全景（西から） ｂ 195号土坑内土層（西から）
ｃ 196号土坑全景（北西から） ｄ 197号土坑内全景（東から）
ｅ 198号土坑全景（東から） ｆ 199号土坑内全景（西から）
ｇ 200号土坑全景（東から） ｈ 201号土坑全景（南から）



184 202～209号土坑

182

ａ 202号土坑全景（北西から） ｂ 203号土坑全景（北西から）
ｃ 204号土坑全景（北西から） ｄ 205号土坑全景（西から）
ｅ 206号土坑全景（南西から） ｆ 207号土坑全景（西から）
ｇ 208号土坑全景（南西から） ｈ 209号土坑全景（南東から）

遺　構



江 平 遺 跡

185 210～217号土坑

183

ａ 210号土坑全景（南から） ｂ 211号土坑全景（南から）
ｃ 212号土坑全景（北東から） ｄ 213号土坑全景（東から）
ｅ 214号土坑全景（南から） ｆ 215号土坑全景（南から）
ｇ 216号土坑全景（南西から） ｈ 217号土坑全景（南西から）



186 218～225号土坑

184

ａ 218号土坑全景（南東から） ｂ 219号土坑全景（南西から）
ｃ 220号土坑全景（東から） ｄ 221号土坑全景（西から）
ｅ 222号土坑全景（東から） ｆ 223号土坑全景（西から）
ｇ 224号土坑全景（北東から） ｈ 225号土坑全景（南東から）

遺　構



江 平 遺 跡

187 226～233号土坑

185

ａ 226号土坑内土層（東から） ｂ 227号土坑全景（北から）
ｃ 228号土坑全景（西から） ｄ 229号土坑全景（西から）
ｅ 230号土坑全景（北から） ｆ 231号土坑全景（北から）
ｇ 232号土坑全景（北西から） ｈ 233号土坑全景（南から）



遺　構

188 234～238・240・241号土坑

186

ａ 234号土坑全景（北から） ｂ 236号土坑全景（西から）
ｃ 235号土坑全景（北から）
ｄ 237号土坑全景（東から） ｅ 240号土坑全景（北から）
ｆ 238号土坑全景（東から） ｇ 241号土坑全景（北から）



江 平 遺 跡

189 239・242～243・245号土坑

187

ａ 239号土坑全景（東から） ｂ 239号土坑旧石器出土状況（東から）
ｃ 239号土坑内土層（東から）

ｄ 242号土坑全景（東から） ｅ 243号土坑内土層（北東から）
ｆ 245号土坑内全景（東から）



遺　構

190 244・246～250号土坑

188

ａ 244号土坑全景（北から） ｂ 246号土坑全景（北から）
ｃ 247号土坑全景（北から） ｅ 248号土坑全景（南から）
ｄ 249・250号土坑全景（北東から）



江 平 遺 跡

191 251～257・261号土坑

189

ａ 251号土坑内全景（北西から） ｂ 252号土坑全景（西から）
ｃ 253号土坑内土層（東から） ｄ 254号土坑全景（北から）
ｅ 255号土坑全景（東から） ｆ 256号土坑全景（東から）
ｇ 257号土坑全景（北西から） ｈ 261号土坑全景（南から）



遺　構

192 258～260・262・263号土坑

190

ａ 258号土坑全景（北東から） ｂ 259号土坑全景（東から）
ｃ 260号土坑全景（北東から） ｄ 262号土坑全景（西から）

ｅ 263号土坑全景（南から）



江 平 遺 跡

193 264～272・299号土坑

191

ａ 264号土坑全景（北西から） ｂ 265号土坑全景（西から）
ｃ 266号土坑全景（西から） ｄ 267号土坑全景（東から）
ｅ 268号土坑全景（北から） ｆ 269・270・299号土坑全景（南から）
ｇ 271号土坑全景（南から） ｈ 272号土坑全景（東から）



194 273～280号土坑

192

ａ 273号土坑内土層（南から） ｂ 274号土坑全景（東から）
ｃ 275号土坑全景（西から） ｄ 276号土坑全景（西から）
ｅ 277号土坑全景（西から） ｆ 278号土坑全景（北から）
ｇ 279号土坑全景（北から） ｈ 280号土坑全景（北から）

遺　構



江 平 遺 跡

195 281～288号土坑

193

ａ 281号土坑内土層（北から） ｂ 282号土坑全景（南から）
ｃ 283号土坑全景（南から） ｄ 284号土坑全景（北東から）
ｅ 285号土坑全景（南から） ｆ 286号土坑全景（南から）
ｇ 287号土坑全景（西から） ｈ 288号土坑全景（南から）



遺　構

196 289～294号土坑

194

ａ 289号土坑全景（南から） ｂ 290号土坑全景（南から）
ｃ 291号土坑全景（西から） ｄ 292号土坑全景（北から）
ｅ 293号土坑全景（西から） ｆ 294号土坑全景（北から）

ｇ 294号土坑坑底施設土層断面（南から）



江 平 遺 跡

197 295～298・300・301号土坑

195

ａ 295号土坑全景（西から） ｂ 296号土坑全景（南から）
ｃ 298号土坑全景（北から）

ｄ 297号土坑全景（南から） ｅ 297号土坑掘形全景（南から）
ｆ 300号土坑全景（西から） ｇ 301号土坑全景（東から）



遺　構

198 302～304・306・308号土坑

196

ａ 302号土坑全景（東から） ｂ 303号土坑全景（北から）
ｃ 304号土坑全景（南から） ｄ 308号土坑全景（南から）
ｅ 306号土坑全景（南西から） ｆ 306号土坑検出（北から）

ｇ 306号土坑掘形全景（東から）



江 平 遺 跡

199 305号土坑

197

ａ 全景（西から） ｂ 検出（北から）
ｃ 壁（南から）

ｄ 壁内側（西から） ｅ 壁外側（東から）
ｆ 壁内側（東から） ｇ 掘形全景（東から）



200 309～313号土坑

198

ａ 309号土坑全景（北西から） ｂ 309号土坑内土層（北西から）
ｃ 310号土坑全景（東から） ｄ 310号土坑内土層（東から）
ｅ 311号土坑全景（南から） ｆ 312号土坑内土層（南から）
ｇ 313号土坑全景（南から） ｈ 313号土坑内土層（南から）

遺　構



201 1・3号溝跡 ａ 1号溝跡全景（北西より）
ｂ 3号溝跡全景（北東より）

江 平 遺 跡

199



202 2・4・6号溝跡 ａ 2・4・6号溝跡（南東より）
ｂ 2・4・6号溝跡（東より）

200

遺　構



江 平 遺 跡

203 2号溝跡

201

ａ 北西部全景（西から） ｂ 北部内土層（西から）
ｃ 東部内土層①（北から）

ｄ 仕切り全景（東から） ｅ 東部内土層②（北から）
ｆ 東側中央分岐地点全景（北西から） ｇ 北東隅全景（北から）



遺　構

204 4～33・73号溝跡

202

ａ 4号溝跡全景（北から） ｂ 5号溝跡全景（北から）
ｃ 6・33・73号溝跡全景（西から） ｄ 7号溝跡内土層（南東より）

ｅ 8号溝跡内土層（南東より）



205 9～11号溝跡 ａ 9号溝跡全景（南から） ｂ 11号溝跡全景（南から）
ｃ 10号溝跡全景（西から）

江 平 遺 跡

203



206 11～13号溝跡 ａ 11・12号溝跡全景（南から）
ｂ 13号溝跡全景（北から）

204

遺　構



207 14～18号溝跡 ａ 14～16号溝跡全景（東から）
ｂ 17号溝跡全景（西から） ｃ 18号溝跡全景（南から）

江 平 遺 跡

205



遺　構

208 20～22号溝跡 ａ 20号溝跡全景（南から） ｂ 22号溝跡全景（南から）
ｂ 21号溝跡全景（南から）

206



209 23・25～27号溝跡 ａ 23号溝跡全景（南から） ｂ 25号溝跡全景（東から）
ｃ 26号溝跡全景（西から） ｄ 27号溝跡全景（東から）

江 平 遺 跡

207



210 27～29号溝跡 ａ 27・28号溝跡全景（南から）
ｂ 29号溝跡全景（南から）

208

遺　構



211 33・34号・38号溝跡 ａ 33号溝跡全景（南から） ｂ 38号溝跡全景（北西から）
ｃ 34号溝跡全景（北から）

江 平 遺 跡

209



212 35～37号溝跡 ａ 35号溝跡全景（西から）
ｂ 36・37号溝跡全景（西から）

210

遺　構



213 39・42・47・49号溝跡 ａ 39号溝跡全景（北西から） ｂ 42号溝跡全景（北西から）
ｃ 47号溝跡全景（西から） ｄ 49号溝跡全景（南西から）

江 平 遺 跡

211



214 50・52号溝跡 ａ 50・67号溝跡全景（北から） ｂ 52号溝跡全景（南から）
ｃ 52号溝跡屈曲部（北から） ｄ 52・77号溝跡全景（北から）
ｅ 52号溝跡内土層（南から） ｆ 52・54号溝跡内土層（東から）

212

遺　構



江 平 遺 跡

215 51号溝跡

213

ａ 全景（北西から） ｂ 屈曲部（南から）
ｃ 貼床範囲（東から）

ｄ 土層断面（北から） ｅ 貼床土層断面（東から）
ｆ 遺物出土状況①（東から） ｇ 遺物出土状況②（北東から）



遺　構

216 53～56号溝跡

214

ａ 53号溝跡全景（北から） ｂ 53号溝跡内土層（南から）
ｃ 53・54号内溝跡合流地点（北西から）

ｄ 54号溝跡全景（東から） ｅ 54号溝跡内土層（東から）
ｆ 55号溝跡全景（西から） ｇ 56号溝跡全景（西から）



江 平 遺 跡

217 57～60号溝跡

215

ａ 57号溝跡全景（西から）
ｂ 58号溝跡全景（西から） ｃ 59・60号溝跡全景（南東から）



遺　構

218 64～66・68・69号溝跡

216

ａ 64号溝跡全景（北から） ｂ 65号溝跡全景（東から）
ｃ 66号溝跡全景（西から） ｄ 68・69号溝跡全景（南から）



江 平 遺 跡

219 72・73号溝跡

217

ａ 72号溝跡全景（東から） ｂ 72号溝跡細部（南東から）
ｃ 72号溝跡内土層（東から）

ｄ 73号溝跡全景（東から） ｅ 73号溝跡土層Ａ－Ａ′（東から）
ｆ 73号溝跡土層Ｃ－Ｃ′（西から）



遺　構

220 74～76・78号溝跡

218

ａ 74号溝跡全景（北から） ｂ 75号溝跡全景（東から）
ｃ 76号溝跡全景（西から） ｄ 78号溝跡全景（北東から）



江 平 遺 跡

221 79～81号溝跡

219

ａ 79号溝跡全景（南から）
ｂ 80号溝跡全景（北から） ｃ 81号溝跡全景（北東から）



遺　構

222 82・83号溝跡

220

ａ 82号溝跡全景（南西から） ｂ 83号溝跡全景（西から）
ｃ 83号溝跡土層断面（西から） ｅ 83号溝跡掘形全景（北西から）
ｄ 83号溝跡礫敷底面（西から）



江 平 遺 跡

223 84～86号溝跡

221

ａ 84号溝跡全景（西から） ｂ 86号溝跡全景（南から）
ｃ 85号溝跡全景（西から） ｄ 85号礫出土状況（西から）

ｅ 85・86・87号溝跡重複状況（南から）



遺　構

224 87・88号溝跡 ａ 87号溝跡全景（南から） ｂ 87号溝跡土層Ａ－Ａ′（北から）
ｃ 87号溝跡土層Ｂ－Ｂ′（北東から）

ｄ 88号溝跡全景（南から）

222



225 89・90号溝跡 ａ 89号溝跡全景（南西から）
ｂ 90号溝跡全景（南西から）

江 平 遺 跡

223



226 91・92号溝跡 ａ 91号溝跡全景（南東から）
ｂ 92号溝跡全景（北東から）

224

遺　構



227 93・95号溝跡 ａ 93号溝跡全景（西から）
ｂ 95号溝跡全景（西から）

江 平 遺 跡

225



228 94号溝跡・19号墳 ａ 全景（北から）
ｂ 土層断面（北から） ｃ 土器出土状況（東から）
ｄ 94号溝跡・19号墳重複状況（北から） ｅ 鉄製品出土状況（東から）

226

遺　構



229 沢地 ａ 全景（北から）
ｂ 遠景（北から）

江 平 遺 跡

227



遺　構

230 沢地土層断面 ａ 上流（北から）
ｂ 中流（東から）
ｃ 下流（東から）

228



231 沢地堰跡（１） ａ 検出（北から）
ｂ 検出細部（北から）
ｃ 木製品出土状況（北から） ｄ 木製品細部（南西から）

江 平 遺 跡

229



遺　構

232 沢地堰跡（２） ａ 土層断面（東から）
ｂ 南側土層（東から）
ｃ 北側土層（東から）

230



233 沢地堰跡（３）

江 平 遺 跡

231

ａ 南杭列全景（西から）
ｂ 南杭列検出（西から） ｃ 南杭列全景（東から）
ｄ 南杭列断割（西から）



234 沢地堰跡（４） ａ 堰北杭列細部①（東から） ｂ 堰北杭列細部②（東から）
ｃ 堰北杭列細部③（東から） ｄ 堰北杭列細部④（東から）
ｅ 紡錘車出土状況（東から） ｆ 調査風景

232

遺　構



江 平 遺 跡

235 1～3号柱列跡

233

ａ 1号柱列跡Ｐ1全景（南から） ｂ 1号柱列跡Ｐ1内土層（南から）
ｃ 1号柱列跡Ｐ3全景（南から） ｄ 1号柱列跡Ｐ3内土層（南から）
ｅ 2号柱列跡全景（西から） ｆ 3号柱列跡Ｐ2全景（南から）

ｇ 3号柱列跡Ｐ2内土層（南から）



遺　構

236 4～8号柱列跡

234

ａ 4号柱列跡Ｐ3内土層（東から） ｂ 4号柱列跡Ｐ4内土層（南から）
ｃ 5号柱列跡Ｐ3内土層（南から） ｄ 6号柱列跡Ｐ1内土層（北東から）
ｅ 7・8号柱列跡全景（東から）



江 平 遺 跡

237 1～3号井戸跡

235

ａ 1号井戸跡全景（南から） ｂ 1号井戸跡内土層（南から）
ｃ 1号井戸跡杭検出状況（南から） ｄ 1号井戸跡内杭断（南から）
ｅ 2号井戸跡全景（北から） ｆ 2号井戸跡内土層（西から）
ｇ 3号井戸跡全景（西から） ｈ 3号井戸跡内土層（南から）



238 4～5・9・10号井戸跡

236

ａ 4号井戸跡全景（東から） ｂ 4号井戸跡内土層（南から）
ｃ 4号井戸跡石検出状況（東から） ｄ 4号井戸跡遺物出土状況（東から）
ｅ 5号井戸跡全景（西から） ｆ 5号井戸跡土層内（北から）
ｇ 9号井戸跡内土層（東から） ｈ 10号井戸跡全景（南から）

遺　構



239 6～8号井戸跡 ａ 6号井戸跡全景（東から） ｂ 6号井戸跡土層（東から）
ｃ 7号井戸跡全景（東から） ｄ 7号井戸跡土層（東から）
ｅ 8号井戸跡全景（東から） ｆ 8号井戸跡土層（東から）

江 平 遺 跡

237



240 11・12号井戸跡，1号土器埋設遺構

238

ａ 11号井戸跡全景（西から） ｂ 11号井戸跡土層断面（南から）
ｃ 12号井戸跡全景（北から） ｄ 12号井戸跡遺物出土状況（北から）
ｅ 1号土器埋設遺構検出（南から） ｆ 1号土器埋設遺構土層断面（南西から）
ｇ 1号土器埋設遺構土器出土状況①（東から） ｈ 1号土器埋設遺構土器出土状況②（南から）

遺　構



江 平 遺 跡

241 旧石器時代の遺物（１） ナイフ形石器・　片

239

20－1

20－2 20－3

20－4

20－5

20－6 20－7

20－8 20－9



242 旧石器時代の遺物（２） 石斧

240

遺　物

21－1

21－3

21－5



江 平 遺 跡

243 旧石器時代の遺物（３） 石斧

241

21－6

22－4

22－1

22－3

22－5



244 旧石器時代の遺物（４） 片

242

遺　物

23－1 23－2 23－3

23－4

23－5 23－6

23－7 23－8 23－9

23－10 23－11 23－12



江 平 遺 跡

245 旧石器時代の遺物（５） 片

243

23－13

23－16

24－5

24－6

23－14

24－1

24－8

23－15

24－4

24－7



246 旧石器時代の遺物（６） 片

244

遺　物

24－9

24－10

24－11 25－1

25－2

25－3

25－4

25－5
25－6

25－7 25－8



江 平 遺 跡

247 旧石器時代の遺物（７） 片

245

25－9

25－13

25－17

25－20

25－10

25－14

25－18

25－21

25－11

25－15

25－19

25－22

25－12

25－16



248 旧石器時代の遺物（８） 片

246

遺　物

26－1

26－2

26－3

26－4

26－5

26－6 26－7

26－8 26－12

26－10 26－11



江 平 遺 跡

249 旧石器時代の遺物（９） 片

247

26－13

27－1

27－3

26－15

27－4

27－6

26－14

27－2

27－5



250 旧石器時代の遺物（10） 片

248

遺　物

27－7 27－8

27－9

27－10

27－11 27－12

27－13

27－14

27－15

27－16



江 平 遺 跡

251 旧石器時代の遺物（11） 石核

249

28－1

28－3

28－5

28－7

28－2

28－4

28－6

29－1



252 旧石器時代の遺物（12） 石核

250

遺　物

29－2

29－3

29－4 29－5 29－7

29－6 30－2

30－3 30－4



江 平 遺 跡

253 旧石器時代の遺物（13） 石核

251

30－5 30－6

31－4

31－3

32－4

32－1



254 旧石器時代の遺物（14） 接合資料

252

遺　物

34－2

34－6

34－3

34－7

34－4

34－8

34－1

34－5



江 平 遺 跡

255 旧石器時代の遺物（15） 接合資料

253

35－1

35－2

35－4

35－5 35－6

35－3

35－7 35－8 35－9



256 旧石器時代の遺物（16） 接合資料

254

遺　物

36－2

36－3

36－4

36－1

36－5

36－6



江 平 遺 跡

257 旧石器時代の遺物（17） 接合資料

255

37－1

37－3 37－4 37－5 37－2

38－2

38－1

38－5



258 旧石器時代の遺物（18） 接合資料

256

遺　物

39－1

39－4

39－7

40－1



江 平 遺 跡

259 旧石器時代の遺物（19） 接合資料・　片

257

40－4

40－11

40－7

40－10

40－12



遺　物

260 2～4号住居跡出土遺物

258

SI02
48－8

SI03
52－2

SI04
54－2

SI03
52－1

SI03
52－13

54－3

SI02
48－12



江 平 遺 跡

261 5・6号住居跡出土遺物

259

SI05
58－1

SI05
58－10

SI06
62－2

SI06
62－3



262 6号住居跡出土遺物

260

62－4

遺　物

63－1

62－5

63－2



SI18
79－4

SI19
81－2

SI13
73－2

SI19
81－1

江 平 遺 跡

263 10・13・18・19号住居跡出土遺物

261

SI10
71－2



264 20・21号住居跡出土遺物

262

SI20
83－1

遺　物

SI20
83－2

SI21
86－4

SI21
86－6

SI21
86－1

SI21
86－3

SI21
86－5

SI21 87－7



SI24
91－1

SI26
93－2

SI28
95－4

SI26
93－1

SI26
93－4

SI26
93－5

SI26
93－6

江 平 遺 跡

265 23・24・26・28号住居跡出土遺物

263

SI23
89－1



266 30・31号住居跡出土遺物

264

SI30
98－4

遺　物

SI31
100－1

SI31
100－2

SI31
100－4

SI31
100－3

SI31
100－5



SI31
100－7

SI32 鉄滓

SI32
103－1

SI32
103－3

SI31
100－8

SI31
100－9

103－2

江 平 遺 跡

267 31・32号住居跡出土遺物

265

SI31
100－6



268 32号住居跡出土遺物（１）

266

103－5

遺　物

103－11

103－8

103－18

103－9

103－14



104－2

104－4104－5

105－1 105－2 105－3 105－4 105－5

江 平 遺 跡

269 32号住居跡出土遺物（２）

267

104－1



270 34・36号住居跡出土遺物

268

SI34
109－1

SI34
109－3

SI36
114－2

SI36
114－4

SI36
114－7

SI34
109－2

SI36
114－1

SI36
114－3

SI36
114－5

SI36
114－8

遺　物



江 平 遺 跡

271 36号住居跡出土遺物

269

114－6

114－9

114－19

114－16

115－1

114－10

114－14



272 35・39号住居跡出土遺物

270

SI35
111－3

遺　物

SI35
111－1

SI39
119－1

119－4

SI39
119－11

SI39
119－2

SI39
119－8



SI40
120－3

SI41
121－1

SI40
120－5

SI41
121－3

SI42
123－2

江 平 遺 跡

273 40～42号住居跡出土遺物

271

SI40
120－1



274 43・44号住居跡出土遺物

272

SI43
125－1

遺　物

SI44
127－2

SI44
127－4

SI44
127－5

SI44
127－1



SI46
131－4

SI47a
134－7

SI46
131－3

SI47a
134－1

SI47a
134－10

江 平 遺 跡

275 45・46・47ａ号住居跡出土遺物

273

SI45
129－1



276 47ａ・47ｂ号住居跡出土遺物

274

SI47a
134－9

遺　物

SI47a
134－16

SI47b
136－2

SI47a
134－12

SI47a
134－15

SI47b
136－1

SI47b
136－3



SI48
138－3

SI48
138－4

SI48
138－2

SI48
138－5

SI49
140－1

江 平 遺 跡

277 48・49号住居跡出土遺物

275

SI48
138－1



278 50ａ・50ｂ・51号住居跡出土遺物

276

SI50a
143－1

遺　物

SI50a
143－4

SI50b
146－2

SI51
149－1

SI51
149－5

SI50b
146－1

SI50b
146－4



江 平 遺 跡

279 53号住居跡出土遺物（１）

277

155－1

155－3

155－5

155－7

155－9

155－2

155－4

155－6

155－8

155－10



280 53号住居跡出土遺物（２）

278

155－11

155－13

155－15

155－17

156－1

155－12

155－14

155－16

155－18

156－2

遺　物



江 平 遺 跡

281 53号住居跡出土遺物（３）

279

156－3

156－5

156－7

156－9

156－11

156－4

156－6

156－8

156－10

156－12



282 53号住居跡出土遺物（４）

280

156－13

156－15

156－17

157－1

157－3

156－14

156－16

156－18

157－2

157－4

遺　物



江 平 遺 跡

283 53号住居跡出土遺物（５）

281

157－5

157－7

157－9

157－11

157－13

157－6

157－8

157－10

157－12

157－14



284 53号住居跡出土遺物（６）

282

157－15

158－1

158－3

158－5

158－7

157－16

158－2

158－4

158－6

158－8

遺　物



江 平 遺 跡

285 53号住居跡出土遺物（７）

283

158－9

158－10

158－11

158－12

158－14

158－16

158－13

158－15



286 53号住居跡出土遺物（８）

284

159－1

遺　物

159－2

159－7

159－3

159－4

159－5



160－2

160－3

江 平 遺 跡

287 53号住居跡出土遺物（９）

285

159－6

161－1

160－1



288 53号住居跡出土遺物（10）

286

161－3

遺　物

161－5

161－4

161－2

162－2



162－4

162－3

江 平 遺 跡

289 53号住居跡出土遺物（11）

287

162－1



290 55号住居跡出土遺物（１）

288

167－1 167－2

167－3 167－4

167－5 167－6

167－7 167－8

遺　物



江 平 遺 跡

291 55号住居跡出土遺物（２）

289

167－9

167－11

167－13

167－15

167－17

167－10

167－12

167－14

167－16

167－18



292 55号住居跡出土遺物（３）

290

168－1

遺　物

168－3

168－2

168－5

168－6

168－7



169－2

169－4

169－5 169－9

169－3

169－6 169－7 169－8

江 平 遺 跡

293 55号住居跡出土遺物（４）

291

169－1



294 56号住居跡出土遺物

292

172－2

遺　物

172－3

172－8

172－4

172－5



SI57
174－4

SI58
176－1

SI58
176－3

SI57
174－2

SI57
174－5

SI58
176－2

SI58
176－4

江 平 遺 跡

295 57・58号住居跡出土遺物

293

SI57
174－1



296 58・59号住居跡出土遺物

294

SI58
176－5

遺　物

SI58
176－8

SI58
176－11

SI58
176－10

SI58
176－12

SI59
177－1



SI63
180－5

SI63
180－6

SI63
180－8

SI63
180－2

SI63
180－4

SI64
181－4

SI65
183－2

SI63
180－11

SI65
183－3

江 平 遺 跡

297 62～65号住居跡出土遺物

295

SI62 180－2



298 66・69号住居跡出土遺物

296

SI66
185－4

遺　物

SI66
185－1

SI66
185－7

SI69
189－1

SI66
185－6



SI71
191－1

SI72
195－2

SI72
195－4

SI74
197－3

SI72
195－3

SI72
195－10

SI72
195－12

江 平 遺 跡

299 70～72・74号住居跡出土遺物

297

SI70
190－2



遺　物

300 1・10・11・66号建物跡出土遺物

298

SB10
216－1

SB11
220－1

SB01
203－1

SB66
281－1

SB10
216－4

SB66
281－2

SB11
220－3



江 平 遺 跡

301 1・2号墳出土遺物

299

SI01
322－5

SI01
322－6

SZ02
326－2

SZ02
326－4

SZ02
326－5

SI01
322－2

SI02
326－1

SZ02
326－3

SZ02
326－6



302 5号噴出土遺物（１）

300

333－1

遺　物

333－3

333－6

333－7

333－13

333－4

333－9

333－11



333－14

334－5

334－17

334－1

334－13

江 平 遺 跡

303 5号墳出土遺物（２）

301

333－15



304 4・6・8号墳出土遺物

302

SZ04
330－1

遺　物

SZ06
338－6

SZ06
338－4

SZ08
344－1

SZ08
344－3

SZ08
344－2

SZ08
344－4



江 平 遺 跡

305 8号墳出土遺物

303

344－8

344－9

刀身部拡大（鞘木） 茎部拡大 344－12

344－10 344－11



306 9号墳出土遺物（１）

304

347－1 347－12

347－13 347－14

347－15 347－16

347－17 347－18

遺　物



江 平 遺 跡

307 9号墳出土遺物（２）

305

347－19

347－20

347－21 348－10

348－1 348－2 348－3 348－4

348－5 348－6 348－7 348－8 348－9



308 10～13号墳出土遺物

306

SZ10
350－3

遺　物

SZ11
353－1

SZ12
355－1

SZ11
353－2

SZ13
358－1

SZ13
358－6

SZ13
358－3

SZ13
358－14



358－16

359－2

358－15

359－1

359－3

江 平 遺 跡

309 13号墳出土遺物

307

358－13



310 14～16号墳出土遺物

308

SZ14
361－1

遺　物

SZ14
361－3

SZ15
363－4

SZ16
366－4

SZ16
366－6

SZ15
363－1

SZ15
363－3

SZ16
366－12

SZ16
366－15

SZ16
366－16



SZ20
374－3

SZ24
382－3

SZ31
400－2

SZ31
400－3

SZ24
382－2

江 平 遺 跡

311 17・20・24・31号墳出土遺物

309

SZ17
368－1



312 28号墳出土遺物（１）

310

390－1

遺　物

390－2

390－3

390－5

390－7

390－4

390－6



江 平 遺 跡

313 28号墳出土遺物（２）

311

390－8

390－10

390－12

390－14

390－16

390－9

390－11

390－13

390－15

390－17



314 28号墳出土遺物（３）

312

390－18

391－1

391－3

391－5

391－7

390－19

391－2

391－4

391－6

391－8

遺　物



江 平 遺 跡

315 30号墳出土遺物

313

395－10

395－9

395－8

395－7

395－4

395－3

395－2 395－1 395－6

396－6 396－7

395－5

396－8 396－9 396－11

396－2 396－10 396－12

396－1

396－5

396－4

396－3

396－13



316 11・136・181・256・263・306号土坑出土遺物

314

SK263
436－4

遺　物

SK11
436－3

SK256
443－1

SK136
436－8

SK306
436－9

SK181
443－3

SK181
443－5

SK181
443－2

SK181
443－4



SK185
443－18

SK189
443－19

SK181
443－10

SK181
443－15

SK183
443－16

SK183
443－16

江 平 遺 跡

317 181・183・185・189号土坑出土遺物

315

SK181
443－8



318 265・266・269・271・282号土坑出土遺物

316

SK265
444－1

遺　物

SK265
444－2

SK265
444－6

SK269
444－10

SK282
445－1

SK265
444－3

SK266
444－8

SK271 444－15

SK265
445－2



SK286
445－6

SK288
445－9

SK288
445－14

SK288
445－15

SK288
445－21

SK285
445－5

SK288
445－11

SK288
445－17

江 平 遺 跡

319 282・285・286・288号土坑出土遺物

317

SK282
445－3



320 288・299・312号土坑出土遺物

318

SK288
446－1

遺　物

SK299
447－2

SK312
447－5

SK299
447－1

SK299
447－3



479－14

480－17

482－1

479－16

479－21

481－9

江 平 遺 跡

321 51号溝跡出土遺物

319

479－10



322 58・62・63号溝跡出土遺物

320

SD58
479－19

遺　物

SD58
479－23

SD62
479－18

SD63
479－15

SD63
479－22

SD63
479－17



SD91
479－30

SD94
481－8

SD58
482－3

SD94
482－2

SD02
483－8

SD09
483－9

SD07
483－10

SD02
483－12

SD58
482－4

江 平 遺 跡

323 2・7・9・58・83・91・94号溝跡出土遺物

321

SD83
480－4



324 沢地出土遺物（１）

322

遺　物

492－3

496－3 496－1 496－2

492－4 492－5 492－6 492－7 492－8



498－3495－1

接合後

接合前

江 平 遺 跡

325 沢地出土遺物（２）

323

498－1



326 沢地出土遺物（３）

324

499－6

遺　物

498－6 499－1 499－5 499－7

497－1



SA07P2
508－1

SM01
509－1

SM01
509－2

SM01
509－3

514－7 514－8

514－9 514－10 514－11

江 平 遺 跡

327 3・7号柱列，1号井戸跡，1号土器埋設遺構出土遺物

325

SA03
503－3

SE01



遺　物

328 4号井戸跡出土遺物 ａ ザル　
ｂ 口縁部
ｃ 胴部　　ｄ 底部

326

515－1



江 平 遺 跡

329 遺構外出土遺物（１）

327

519－3

519－7

519－4

519－8

519－11

519－12



330 遺構外出土遺物（２）

328

519－13

遺　物

519－16

519－21

519－15

519－19

519－22

520－2

520－4

520－1



江 平 遺 跡

331 遺構外出土遺物（３）

329

520－5 520－6

520－9 520－8

521－5 521－6



332 遺構外出土遺物（４）

330

522－3

遺　物

522－9

522－14

522－18

522－11

522－17



523－3

523－9

523－14

524－2524－1

524－3 524－4 524－5 524－6 524－7 524－10

524－9

江 平 遺 跡

333 遺構外出土遺物（５）

331

523－2



遺　物

334 江平遺跡出土陶磁器

332

483－2 SD04 1

SD04 1 SD04 1 SD04 1

SD04 1

SD02 2

SD04 1

SD04 1

未掲載試料

SD02 A2－A22

A2－H26

SB78

SE04

A2－J16



江 平 遺 跡

335 古墳時代土師器細部

333

ａ 口縁部形態①　　　　ｂ 口縁部形態②　
ｃ 口縁部内面稜　　　　ｄ 内面放射状ミガキ　
ｅ 口縁部外面のミガキ　ｆ 体部上半のミガキと下半のケズリ
ｇ 体部のミガキ　　　　ｈ 体部，単位の不明瞭なミガキ

156－17

167－17

157－1

155－1 156－9

157－9

155－1

156－2



付　　　編

江　平　遺　跡
（ 第 三 分 冊 ）
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地 点 試 料 bw (cl) bw (pb) bw (br) md pm (sp) pm (fb) その他 合 計
ブロック２ 2 0 0 0 0 0 0 250 250

4 0 0 0 1 0 0 249 250
6 0 0 0 0 0 0 250 250
8 0 0 0 0 0 0 250 250
10 0 0 0 0 0 0 250 250
12 0 0 0 0 0 0 250 250
14 1 0 0 1 0 0 248 250
16 0 0 0 1 0 0 249 250
18 0 0 0 0 0 0 250 250
20 0 0 0 0 1 0 249 250
22 0 0 0 0 1 0 249 250
24 0 0 0 0 0 0 250 250
26 0 0 0 0 0 0 250 250
28 0 0 0 1 0 0 249 250
30 0 0 0 0 0 0 250 250
32 0 0 0 0 0 0 250 250
34 0 0 0 0 0 0 250 250

ブロック１ 1 0 0 0 5 1 0 244 250
第１地点 3 0 0 0 11 1 1 237 250

5 1 0 0 3 1 0 245 250
7 1 0 0 3 1 0 245 250
9 1 0 0 3 0 0 246 250
11 2 0 0 3 0 0 245 250
13 2 0 0 0 0 0 248 250
15 3 0 0 0 0 0 247 250
17 0 0 0 0 0 0 250 250
19 0 0 0 1 1 0 248 250
21 0 0 0 1 0 0 249 250
23 0 0 0 0 0 0 250 250
25 0 0 0 0 0 0 250 250
27 0 0 0 0 0 0 250 250

ブロック１ 1 0 0 0 2 0 1 247 250
第２地点 3 0 0 0 4 4 0 242 250

5 0 0 0 4 2 0 244 250
7 0 0 0 1 2 0 247 250
9 0 0 0 0 0 0 250 250
11 0 0 0 1 0 0 249 250

ブロック１ 1 1 0 0 4 1 0 244 250
第３地点 2 0 0 0 4 0 0 246 250

3 0 0 0 2 1 1 246 250
4 0 0 0 2 0 0 247 250
5 0 0 0 3 2 3 242 250
6 0 0 0 2 0 0 248 250
7 0 0 0 4 0 0 243 250
8 0 0 0 2 3 0 248 250
9 0 0 0 1 0 0 249 250

数字は粒子数．bw：バブル型，md：中間型，pm：軽石型，cl：透明，pb：淡褐色，br：褐色，sp：スポンジ状，fb：繊維束状．

表２ 屈折率測定結果

地 点 試 料 火山ガラス (n) 重 鉱 物 斜方輝石 (γ) 角 閃 石 (n２)

ブロック２ 10 － ho＞opx, (bi) 1.709－ 1.715
(1.710－ 1.715) 1.672－ 1.677

ブロック２ 22 － opx＞cpx, ho 1.706－ 1.711 1.674－ 1.679

ブロック１第１ 3 － opx＞cpx, (ho) 1.706－ 1.716 －

ブロック１第１ 11 － opx＞cpx, (ho) 1.705－ 1.716 －

ブロック１第１ 15 1.499－ 1.501 opx＞cpx, ho － －

ブロック１第３ 7 － opx＞cpx, ho, ol 1.707－ 1.716 1.671－ 1.680

屈折率の測定は，温度一定型測定法 (新井，1972，1993) による．ol：カンラン石，opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石，bi：黒雲母．重鉱
物の ( ) は量が少ないことを示す．屈折率 ( ) は，modal rangeを示す．

表１ 火山ガラス比分析結果
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試料名 出土遺構 出土位置 層位

スコリア 火山ガラス 軽 石
由来する

テ フ ラ量 量 量
色 調 ・
発 泡 度

最大粒径

FBCA00096 25 号墳 周溝A－A’ 12 － － ＋＋＋＋ W・b 2.0 Hr－FP

FBCA00097 27 号墳 周溝A－A’ 12 － － ＋＋＋＋ W・b 2.0 Hr－FP

凡例 W：白色．b：発泡不良．最大粒径は㎜．

表１ テフラ分析結果
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図１　ブロック２地点における土層柱状図

図３　ブロック１第２地点における土層柱状図

図２　ブロック１地点における柱状図

図４　ブロック１第３地点における土層柱状図

（数字はテフラ分析の資料番号）
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図５　ブロック２地点における火山ガラス比ダイヤグラム

図６　ブロック１第１地点における火山ガラス比ダイヤグラム

図７　ブロック１第２地点における火山ガラス比ダイヤグラム

図８　ブロック１第３地点における火山ガラス比ダイヤグラム
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試料名 出土遺構 出土位置 層位

スコリア 火山ガラス 軽 石
由来する

テ フ ラ量 量 量
色 調 ・
発 泡 度

最大粒径

FBCA00096 25 号墳 周溝A－A’ 12 － － ＋＋＋＋ W・b 2.0 Hr－FP

FBCA00097 27 号墳 周溝A－A’ 12 － － ＋＋＋＋ W・b 2.0 Hr－FP

凡例 W：白色．b：発泡不良．最大粒径は㎜．

表１ テフラ分析結果
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図版1 テフラ

1．Hr－FPの軽石（FBCA00096 25号墳周溝A－A′12層）
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図１ 江平遺跡旧石器ブロック出土石器の岩種

図2 江平遺跡SS01～SS03出土石器の岩種

図３ 江平遺跡５号墳ほか出土石器の岩種
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番 号 出土位置 時代・時期 用途など 樹 種
FBCA00036 沢 ８世紀中頃 板状木製品 スギまたはヒノキ科
FBCA00037 沢 ８世紀中頃 板状木製品 サワラ
FBCA00038 沢 ８世紀中頃 板状木製品 ヒノキ
FBCA00039 沢 ８世紀中頃 板状木製品 サワラ
FBCA00040 沢 ８世紀中頃 板状木製品 サワラ
FBCA00041 沢 ８世紀中頃 棒状木製品 マツ属複維管束亜属
FBCA00042 沢 ８世紀中頃 杭 サワラ
FBCA00043 沢 ８世紀中頃 杭 コナラ属コナラ亜属コナラ節
FBCA00044 堰北杭列 ８世紀中頃 杭 クリ
FBCA00045 堰北杭列 ８世紀中頃 杭 ヤマグワ
FBCA00046 堰北杭列 ８世紀中頃 杭 クマシデ属イヌシデ節
FBCA00047 堰北杭列 ８世紀中頃 杭 コナラ属コナラ亜属コナラ節
FBCA00048 堰北杭列 ８世紀中頃 杭 ミズキ属
FBCA00049 堰北杭列 ８世紀中頃 杭 クリ
FBCA00050 堰北杭列 ８世紀中頃 杭 ハンノキ属ハンノキ亜属
FBCA00051 堰北杭列 ８世紀中頃 杭 クリ
FBCA00052 堰北杭列 ８世紀中頃 杭 ハンノキ属ハンノキ亜属
FBCA00053 堰中央杭列 ８世紀中頃 杭 エゴノキ属
FBCA00054 堰中央杭列 ８世紀中頃 杭 エゴノキ属
FBCA00055 堰南杭列 ８世紀中頃 杭 クマシデ属イヌシデ節
FBCA00056 堰南杭列 ８世紀中頃 杭 コナラ属コナラ亜属コナラ節
FBCA00057 堰南杭列 ８世紀中頃 杭 クリ
FBCA00058 堰南杭列 ８世紀中頃 杭 トネリコ属
FBCA00059 沢 ８世紀中頃 杭 広葉樹
FBCA00060 沢 ８世紀中頃 加工痕有り 広葉樹
FBCA00061 沢 ８世紀中頃 加工痕有り クリ
FBCA00062 沢 ８世紀中頃 加工痕有り 広葉樹
FBCA00063 沢 ８世紀中頃 杭 サクラ属
FBCA00064 沢 ８世紀中頃 杭 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
FBCA00065 沢 ８世紀中頃 杭 クリ
FBCA00066 沢 ８世紀中頃 杭 ハリギリ
FBCA00067 １号井戸跡 中世 杭 マツ属複維管束亜属
FBCA00068 １号井戸跡 中世 杭 マツ属複維管束亜属
FBCA00069 １号井戸跡 中世 杭 マツ属複維管束亜属
FBCA00070 １号井戸跡 中世 杭 マツ属複維管束亜属
FBCA00071 64 号土坑 縄文時代晩期 自然木 クリ
FBCA00072 82 号土坑 縄文時代晩期 自然木 サクラ属
FBCA00073 83 号土坑 縄文時代晩期 自然木 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
FBCA00074 77 号土坑 縄文時代晩期 自然木 クリ
FBCA00075 77 号土坑 縄文時代晩期 自然木 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
FBCA00076 ４号井戸跡 中世 自然木 マツ属複維管束亜属
FBCA00077 ４号井戸跡 中世 自然木 ウツギ属
FBCA00078 沢 ８世紀中頃 自然木 エゴノキ属
FBCA00079 沢 ８世紀中頃 自然木 ヒノキ
FBCA00080 沢２層 ８世紀中頃 加工痕有り コナラ属コナラ亜属コナラ節
FBCA00081 沢２層 ８世紀中頃 加工痕有り ケヤキ
FBCA00082 沢３層 縄文時代以前？ 自然木 サクラ属
FBCA00083 沢３層 縄文時代以前？ 自然木 タニウツギ属
FBCA00084 沢３層 縄文時代以前？ 自然木 トネリコ属
FBCA00085 沢３層 縄文時代以前？ 自然木 リョウブ
FBCA00086 堰中央杭列 ８世紀中頃 自然木 カエデ属
FBCA00087 堰中央杭列 ８世紀中頃 自然木 カエデ属
FBCA00088 堰中央杭列 ８世紀中頃 自然木 コクサギ
FBCA00089 堰中央杭列 ８世紀中頃 自然木 バラ属ナシ亜科
FBCA00090 堰中央杭列 ８世紀中頃 自然木 タニウツギ属
FBCA00091 堰南杭列 ８世紀中頃 自然木 クリ
FBCA00092 堰南杭列 ８世紀中頃 自然木 クリ
FBCA00093 堰南杭列 ８世紀中頃 自然木 ムラサキシキブ属
FBCA00094 堰南杭列 ８世紀中頃 自然木 クリ
FBCA00095 堰南杭列 ８世紀中頃 自然木 コナラ属コナラ亜属コナラ節

表１ 樹種同定結果
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EqmLiChamaecyparis obtusa

iSieb. et Zucc.jEndlcherj q

mLÈqmL®

¼¹ÇÌ�Þ�©çÓÞ�ÖÌ

ÚsÍÉâ©`ââ}ÅCÓÞ�

Ì�Í·¢B÷�×EªÓÞ�t

ßÉFßçêéªC°�ÅÍÈ¢B

úËgDÍ_×EÌÝÅ\¬³

êC_×EÇÍ�ç©BªìÇE

ÍqmL^`gEq^ÅCPªì

ÉP`RÂBúËgDÍPñCP
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Cupressaceaej
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En�mL®n�mL�®iAlnus subgen. Alnusj JomLÈ

UEÞÅCÇEÍPÆÜ½ÍQ`SÂªúËûüÉ¡�µÄUÝ·éB¹ÇÍKiúEðLµC

ÇEÍÎñóÉzñ·éBúËgDÍ¯«CPñCP C̀@×E�ÌàÌÆW�úËgDÆª éB

EN}Vf®CkVfßiCarpinus subgen. Euarpinus sp.j JomLÈ

UEÞÅCÇEÍúËûüÉQ`SÂª¡�µÄUÝ·éB¹ÇÍPúEðLµCÇEÍÎñó

`ðÝóÉzñ·éBúËgDÍÙ«Ý`Ü^CP`R×E�CP D̀@×E�ÌàÌÆW�úËg

DÆª éB

ERi�®Ri��®NkMßiQuercus subgen. Lepidobalanus sect. Cerrisj uiÈ

ÂEÞÅCE��ÍP`QñCE�OÅ}�ÉÇað¸¶½Ì¿CQ¸µÈªçúËóÉzñ·

éB¹ÇÍPúEðLµCÇEÍðÝóÉzñ·éBúËgDÍ¯«CPñCP B̀@×E�ÌàÌ

Æ¡�úËgDÆª éB

ERi�®Ri��®Ri�ßiQuercus subgen. Lepidobalanus sect. Prinusj uiÈ

ÂEÞÅCE��ÍP`SñCE�OÅ}�ÉÇað¸¶½Ì¿CQ¸µÈªçÎ�óÉzñ·

éB¹ÇÍPúEðLµCÇEÍðÝóÉzñ·éBúËgDÍ¯«CPñCP B̀@×E�ÌàÌ

Æ¡�úËgDÆª éB

EN�iCastanea crenata Sieb. et Zucc.j uiÈN�®

ÂEÞÅCE��ÍP`TñCE�OÅ}�`ââÉâ©ÉÇað¸¶½Ì¿CQ¸µÈªçÎ

�óÉzñ·éB¹ÇÍPúEðLµCÇEÍðÝóÉzñ·éBúËgDÍ¯«CPñCP ÀE

×E�B

EP�LiZelkova serrataiThunb.jMakinoj j�ÈP�L®

ÂEÞÅCE��ÍÙÚPñCE�OÅ}�ÉÇað¸¶½Ì¿Q¸CòóÉ¡�µÚüEÎû

üÌälðÈ·B¹ÇÍPúEðLµCÇEÍðÝóÉzñC¬¹ÇàÇÉÍç¹ñìúªFßç

êéBúËgDÍÙ«Ý^CP À@×E�CP F̀@×E�BµÎµÎ�»ðÜÞB

E�}O�iMorus australis Poiretj N�ÈN�®

ÂEÞÅCE��ÍP`RñCE�OÖÌÚsÍââÉâ©ÅCÓÞ�Öü©ÁÄÇaðQ¸³

¹CÌ¿òóÉ¡�·éB¹ÇÍPúEðLµCÇEÍðÝóÉzñC¬¹ÇàÇÉÍç¹ñìú

ªFßçêéBúËgDÍÙ«Ü`Ý^CP`U×E�CP È@×E�ÅCµÎµÎ�»ðÜÞB

EEcM®iDeutziaj �LmV^È

UEÞÅCÇÇÍ�­C¡fÊÅÍ½p`CÙÚPÆÅCÜêQÂª¡�µÄUÝ·éB¹ÇÍ

KiúEðL·éBúËgDÍå^ÌÙ«ÅCP`R×E�CA@@×E�ÈãBâ×EªFßçê

éB

ETN�®iPrunusj o�È

UEÞÅCÇÇúÍ�fC¡fÊÅÍp£Á½È~`CPÆÜ½ÍQ`WÂª¡�µÄCÓÞ�

Öü©ÁÄÇaðQ¸³¹ÈªçUÝ·éB¹ÇÍPúEðLµCÇEÍðÝóÉzñCàÇÉÍ
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ç¹ñìúªFßçêéBúËgDÍÙ«Ý^CP`R×E�CP C̀@×E�B

Eo�ÈiV�ÈiRosaceae sibfam. Maloideaej

UEÞÅCÇÇÍ�f`�­C¡fÊÅÍ½p`CPÆ¨æÑQ`TÂª¡�µÄUÝµCNÖ

EÉü©ÁÄaðQ¸³¹éB¹ÇÍPúEðLµCÇEÍðÝóCàÇÉÍç¹ñìúªFßç

êéBúËgDÍÙ«Ý^`¯«CP`R×E�CP B̀@×E�B

ERNTMiOryxa japonica Thunbergj ~J�ÈRNTM®

älEÞÅC¹ÇÍ½�ª¡�µÄCwóCxóCÎ�óÈÇÌälóÉzñµCNÖEtßÅ

ÍÇaðââ}�É¸¶éB¹ÇÍCPúEðLµCÇEÍðÝó`ÎñóÉzñ·éBúËgD

ÍÙ«CPñCP B̀@×E�B

EJGf®iAcerj JGfÈ

UEÞÅCÇÇÍ�­C¡fÊÅÍp£Á½È~`CPÆ¨æÑQ`RÂª¡�µÄUÝµCÓ

Þ�Öü©ÁÄÇaðQ¸³¹éB¹ÇÍPúEðLµCÇEÍÎñ`ðÝóÉzñCàÇÉÍç

¹ñìúªFßçêéBúËgDÍ¯«CP`R×E�CP D̀@×E�B×EÇÌú³ªÙÈéQ

íÞÌØ@ÛªØûÊÉ¨¢ÄsK¥ÈälðÈ·B

E~YL®iCornusj ~YLÈ

UEÞÅCÇÇÍ�­C¡fÊÅÍp£Á½È~`BPÆÜ½ÍQÂªúËûüÉ¡�µÄUÝ

·éB¹ÇÍKiúEðLµCÇEÍÎñ`ðÝóÉzñ·éBúËgDÍÙ«Ü^CP`T×E
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EÍðÝóÉzñ·éBúËgDÍ¯«CP`R×E�CP D̀@×E�B



樹

種 複
維
管
束
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ノ
キ
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ワ
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ま
た
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キ
科

ハ
ン
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キ
亜
属

イ
ヌ
シ
デ
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ク
ヌ
ギ
節

コ
ナ
ラ
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ク
リ

ケ
ヤ
キ

ヤ
マ
グ
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ツ
ギ
属

サ
ク
ラ
属

ナ
シ
亜
科

コ
ク
サ
ギ

カ
エ
デ
属

ミ
ズ
キ
属

リ
ョ
ウ
ブ

ハ
ン
ギ
リ

エ
ゴ
ノ
キ
属

ト
ネ
リ
コ
属

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
属

タ
ニ
ウ
ツ
ギ
属

広
葉
樹
合
計

時期・用途

旧石器時代？ 自 然 木 1 1 1 1 4
縄文時代晩期 自 然 木 2 2 1 5

８世紀中頃

板状木製品 1 3 1 5
加工痕有り 1 1 1 2 5
棒状木製品 1 1

杭 1 2 2 1 3 5 1 1 1 1 2 1 1 22
自 然 木 1 1 3 1 1 2 1 1 1 12

中 世
杭 4 4

自 然 木 1 1 2
合 計 6 2 4 1 2 2 3 5 11 1 1 1 2 1 1 3 1 1 1 3 2 1 2 3 60

表２ 時代別・用途別種類構成
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図版1 木材（１）

1．マツ属複維管束亜属（FBCA00069） 2．ヒノキ（FBCA00038）

3．サワラ（FBCA00037） a：木口，b：柾目，c：板目

1a 1b 1c

2a 2b 2c

3a 3b 3c

200μm：a

200μm：b，c

CF@



図版2 木材（２）

4．ハンノキ属ハンノキ亜属（FBCA00050） 5．クマシデ属イヌシデ節（FBCA00055）

6．コナラ属コナラ亜属クヌギ節（FBCA00073） a：木口，b：柾目，c：板目

4a 4b 4c

5a 5b 5c

6a 6b 6c

200μm：a

200μm：b，c

CFA
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図版3 木材（３）

7．コナラ属コナラ亜属コナラ節（FBCA00043） 8．クリ（FBCA00057）

9．ケヤキ（FBCA00081） a：木口，b：柾目，c：板目

7a 7b 7c

8a 8b 8c

9a 9b 9c

200μm：a

200μm：b，c

CFB



図版4 木材（４）

10．ヤマグワ（FBCA00045） 11．ウツギ属（FBCA00077）

12．サクラ属（FBCA00072） a：木口，b：柾目，c：板目

10a 10b 10c

11a 11b 11c

12a 12b 12c

200μm：a

200μm：b，c

CFC
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図版5 木材（５）

13．バラ科ナシ亜科（FBCA00089） 14．コクサギ（FBCA00088）

15．カエデ属（FBCA00087） a：木口，b：柾目，c：板目

13a 13b 13c

14a 14b 14c

15a 15b 15c

200μm：a

200μm：b，c

CFD



図版6 木材（６）

16．ミズキ属（FBCA00048） 17．リョウブ（FBCA00085）

18．ハリギリ（FBCA00066） a：木口，b：柾目，c：板目

16a 16b 16c

17a 17b 17c

18a 18b 18c

200μm：a

200μm：b，c

CFE

tÒU ��§]½âÕoyØ»i÷í¯è



図版7 木材（７）

19．エゴノキ属（FBCA00053） 20．トネリコ属（FBCA00058）

21．ムラサキシキブ属（FBCA00093） a：木口，b：柾目，c：板目

19a 19b 19c

20a 20b 20c

21a 21b 21c

200μm：a

200μm：b，c

CFF



図版8 木材（８）

22．タニウツギ属（FBCA00083）

a：木口，b：柾目，c：板目

22a 22b 22c

200μm：a

200μm：b，c

CFG
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jª�o³ê½B�DFBå«³ÍC.Ȩ öxB¤ÊÌ¼¤ÉD�üª­B·éBL�`ÅCî



種 類 名

層
１
沢

89000A
C
B
F

層
２
沢

99000A
C
B
F

層
３
沢

00100A
C
B
F

層
３
沢

10100A
C
B
F

層
３
沢

20100A
C
B
F

坑
土
号

36
30100A

C
B
F

坑
土
号

77
40100A

C
B
F

坑
土
号

87
50100A

C
B
F

坑
土
号

08
60100A

C
B
F

坑
土
号

28
70100A

C
B
F

坑
土
号

28
80100A

C
B
F

坑
土
号

38
90100A

C
B
F

坑
土
号

38
01100A

C
B
F

坑
土
号

48
11100A

C
B
F

木本類

トウヒ属バラモミ節 (球果) 完形 － － － 27 － － － － － 4 22 12 1 －

トウヒ属バラモミ節 (球果) 破片 － － － 多 － － － － － 1 多 9 － －

トウヒ属バラモミ節 (種子) 完形 － － － － － － － － － 2 － － － －

トウヒ属バラモミ節 (葉) 破片 － － 1 － － － － － － － － 1 － －

オニグルミ 完形 － － － － － － 1 1 1 1 － － － －

オニグルミ 破片 2 5 3 － － － 2 1 － 3 － － 1 2

ヒメグルミ 完形 － － － － － － － － 1 － － － － －

ヒメグルミ 破片 － － － － － － － － － 9 － － － －

コナラ属 破片 － － － － － － － － － － － 2 － －

コナラ亜属 破片 － － － － － 多 － － － － － － 多 －

クヌギ近似種 完形 － － － － － 7 14 － － 25 － － 22 －

クヌギ近似種 破片 1 － － － － 25 多 － 多 26 － － 多 －

ミズナラ近似種 完形 － － － － － 5 79 － － 多 － － 2 －

ミズナラ近似種 破片 － － － － － 10 多 － － 多 － － 7 －

クリ 破片 － － 多 － － － － － － 2 － － － －

モモ 完形 1 － 5 － － － － － － 2 － － － －

モモ 破片 3 1 4 － － － － － － － － － － －

トチノキ 完形 － － － － － － － － － 15 － － － －

トチノキ 破片 － － － － － 1 － － － 30 － － － －

エゴノキ属 完形 － － 4 － － － － － － － － － － －

草本類

カヤツリグサ科 完形 － － － － － － － － － 2 － － － －

ナデシコ科 破片 － － 1 － － － － － － － － － － －

ヒョウタン類 (果皮) 破片 － － － － 多 － － － － － － － － －

ヒョウタン類 (種子) 完形 － － － － 85 － － － － － － － － －

不明 － － 5 － － － 2 － － 5 － － 1 －

材 破片 － － ＋ － － － － － － ＋ － － － －

昆虫 破片 － － ＋ － － － － － － ＋ － － － －

＊ ｢完形｣ は半分以上残っているもの､ ｢破片｣ は半分以下残存しているもの
｢多｣ は完形では約100体以上検出されているもの､ 破片では微細片が多数含まれているもの

表１ 種実同定結果
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図版1 種子遺体

01．ヒョウタン類：果皮（FBCA00102） 02．トウヒ属バラモミ節：球果（FBCA00101）

03．オニグルミ（FBCA00106） 04．ヒメグルミ（FBCA00107）

05．クヌギ近似種（FBCA00106） 06．ミズナラ近似種（FBCA00107）

07．ミズナラ近似種（FBCA00107） 08．クリ（FBCA00100）

09．モモ（FBCA00100） 10．トチノキ（FBCA00100）

11．トウヒ属バラモミ節：種子（FBCA00107） 12．エゴノキ属（FBCA00100）

13．ヒョウタン：種子（FBCA00102） 14．トウヒ属バラモミ節：葉（FBCA00109）

15．カヤツリグサ科（FBCA00107） 16．ナデシコ科（FBCA00100）
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遺 跡 名 番 号 遺 構 名 時 代 樹 種

江 平 遺 跡

FBCA00021 65 号住居 平安時代 (９世紀初頭) コナラ属コナラ亜属コナラ節

FBCA00022 65 号住居 平安時代 (９世紀初頭) コナラ属コナラ亜属コナラ節

FBCA00023 65 号住居 平安時代 (９世紀初頭) コナラ属コナラ亜属コナラ節

FBCA00024 65 号住居 平安時代 (９世紀初頭) 広葉樹 (節)

FBCA00025 65 号住居 平安時代 (９世紀初頭) カツラ

表１ 樹種同定結果
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下 宮 崎 Ａ 奈 良 時 代 3 1 34 3 1 1 43

小 又

縄文前期初頭 1 3 4

奈 良 時 代 2 20 1 12 2 3 40

平 安 時 代 1 4 30 1 36

白 山 Ａ
古 墳 時 代 11 1 12

平 安 時 代 2 2

白 山 Ｃ
古 墳 時 代 1 2 1 1 5

平 安 時 代 12 1 2 1 16

江 平 平 安 時 代 3 1 1 5

堂 平 Ｆ 平 安 時 代 6 4 10

合 計 2 1 1 38 14 93 3 1 3 2 1 3 1 3 4 1 2 173

表２ 遺跡別・時代別種類構成
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図版1 江平遺跡の炭化材

1．コナラ属コナラ亜属コナラ節（FBCA00021）

2．カツラ（FBCA00025）

a：木口，b：柾目，c：板目

1a 1b 1c

2a 2b 2c

200μm：a

200μm：b，c
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種 類
生 態 性 環 境 77 号 土 坑

塩 分 pH 流 水 指標種 上 層 下 層

Rhopalodia gibberula (Ehr. ) O. Muller Ogh-Meh al-il ind 12 4
Achnanthes spp. Ogh-unk unk unk 1 －
Amphora affinis Kuetzing Ogh-ind al-il ind U 5 4
Amphora normanii Rabenhorst Ogh-ind ind ind RB 1 －
Caloneis spp. Ogh-unk unk unk 1 －
Cymbella aspera (Ehr.) Cleve Ogh-ind al-il ind O, T 2 －
Cymbella silesiaca Bleisch Ogh-ind ind ind T 1 －
Diploneis elliptica (Kuetz.) Cleve Ogh-ind al-il l-ph RA, T 1 2
Diploneis parma Cleve Ogh-ind ind ind 2 －
Dioloneis yatukaensis Horikawa et Okuno Ogh-ind ind l-ph RI 1 －
Eunotia biseriatoides H. Kobayasi Ogh-ind ind ind RA 1 －
Eunotia incisa W. Smith ex Gregory Ogh-hob ac-il ind O － 1
Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.) Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O 2 －
Eunotia spp. Ogh-unk unk unk 2 －
Gomphonema acuminatum Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O 1 －
Gomphonema clavatum Ehrenberg Ogh-ind al-il ind 1 －
Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph O, U 8 －
Gomphonema helveticum Brun Ogh-unk ind r-ph T 1 －
Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh-ind ind ind U 6 －
Gomphonema spp. Ogh-unk unk unk 5 1
Hantzschia amphioxys (Ehr.) Grunow Ogh-ind al-il ind RA, U 10 1
Navicula elginensis (Greg.) Ralfs Ogh-ind al-il ind O, U 2 －
Navicula mutica Kuetzing Ogh-ind al-il ind RA, S 5 3
Navicula plausibilis Hustedt Ogh-ind ind ind 1 －
Neidium iridis (Ehr.) Cleve Ogh-hob ac-il l-bi O 1 1
Pinnularia brevicostata Cleve Ogh-ind ac-il ind 1 1
Pinnularia gibba Ehrenberg Ogh-ind ac-il ind O 1 1
Pinnularia nodosa Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph O 2 －
Pinnularia obscura Krasske Ogh-ind ind ind RA 1 －
Pinnularia schroederii (Hust.) Krammer Ogh-ind ind ind RI 7 1
Pinnularia stomatophora (Grun.) Cleve Ogh-ind ac-il l-ph 1 －
Pinnularia viridis (Nitz.) Ehrenberg Ogh-ind ind ind O 7 2
Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk 2 －
Stauroneis acuta W. Smith Ogh-ind al-il l-ph 6 －
Stauroneis phoenicenteron var. signata Meister Ogh-ind ind ind 2 －
海水生種合計 0 0
海水～汽水生種合計 0 0
汽水生種合計 0 0
淡水～汽水生種合計 12 4
淡水生種合計 91 15
珪藻化石総数 103 19

凡例

H. R. : 塩分濃度に対する適応性 pH :水素イオン濃度に対する適応性 C. R. : 流水に対する適応性

Ogh-Meh : 淡水－汽水生種 al-il : 好アルカリ性種 l-bi : 真止水性種

Ogh-ind : 貧塩不定性種 ind : pH不定性種 l-ph : 好止水性種

Ogh-hob : 貧塩嫌塩性種 ac-il : 好酸性種 ind : 流水不定性種

Ogh-unk : 貧塩不明種 unk : pH不明種 r-ph : 好流水性種

unk : 流水不明種

環境指標種群

O :沼沢湿地付着生種 (以上は安藤，1990)

S :好汚濁性種，U :広域適応性種，T :好清水性種 (以上はAsai, K. & Watanabe, T., 1986)

R :陸生珪藻 (RA : A群，RB : B群，RI群，伊藤・堀内，1991)

表１ 樹種同定結果
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図１ 主要珪藻化石群集の層位分布
淡水生種産出率・各種産出率・完形殻産出率は全体基数，炭水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数として百分率で

算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお，＋は100個体未満の試料について検出した種類を示す。

図２ 花粉化石群集の層位分布
出現率は，木本花粉は木本花粉化石総数，草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出し

た。なお，●○は1％未満の試料について検出した種類を示す。
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種 類 77号土坑
試料番号 上層 下層

大本花粉
モミ属 10 11
ツガ属 2 1
トウヒ属 5 7
マツ属 10 11
スギ属 3 1
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 3 －
ヤマモモ属 － 1
サワグルミ属 － 1
クルミ属 7 6
クマシデ属－アサダ属 4 2
ハシバミ属 － 1
カバノキ属 2 －
ハンノキ属 2 3
ブナ属 8 7
コナラ属コナラ亜属 95 111
コナラ属アカガシ亜属 3 3
クリ属－シイノキ属 14 13
ニレ属－ケヤキ属 12 13
エノキ属－ムクノキ属 － 1
キハダ属 1 －
モチノキ属 1 －
カエデ属 1 －
トチノキ属 25 8
ノブドウ属 1 －
ウコギ科 1 1
草本花粉
イネ科 40 18
カヤツリグサ科 2 8
クワ科 － 2
サナエタデ節－ウナギツカミ節 － 3
ナデシコ科 1 －
カラマツソウ属 1 2
バラ科 1 －
マメ科 31 2
ツリフネソウ属 6 －
セリ科 － 5
ツリガネニンジン属 1 －
ヨモギ属 11 4
キク亜科 3 5
タンポポ亜科 1 4
不明花粉 6 5
シダ類胞子
シダ類胞子 10 2
合 計
大本花粉 210 202
草本花粉 98 53
不明花粉 6 5
シダ類胞子 10 20
総計 (不明を除く) 318 275

表３ 植物珪酸体分析結果

種 類 77号土坑
試料番号 上層 下層

イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科 46 9
ヨシ属 12 1
ウシクサ族ススキ属 2 1
不明キビ型 12 4
不明ヒゲシバ型 3 －
不明ダンチク型 2 1
イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科 13 16
ヨシ属 3 3
ウシクサ族 － 3
不明 3 6
合 計
イネ科葉部短細胞珪酸体 77 16
イネ科葉身機動細胞珪酸体 19 28
総 計 96 44

表２ 花粉分析結果
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種 類 名
77号土坑
上層 下層

コナラ属 破 破
ヤマグワ 1 2
マタタビ属 － 1
タラノキ 1 1
カヤツリグサ科 3 1
スゲ属 16 6
ナデシコ科 1 －
キジムシロ属－ヘビイチゴ属－オランダイチゴ属 1 －
セリ科 2 －
不明 14 20
菌核 7 13
昆虫 破 破
木の芽 1
材 破 破

表４ 種実同定結果
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図版1 珪藻化石

1．Ampora affinis kuetzing（77号土坑；上層） 2．Gomponema gracile Ehrenberg（77号土坑；上層）

3．Gomponema parvulum kuetzing（77号土坑；上層） 4．Hantzschia amphioxys（Ehr. ）Grunow（77号土坑；上層）

5．Navicula mutica kuetzing（77号土坑；下層） 6．pinularia schroederii（Hust. ）Ehrenberg（77号土坑；上層）

7．pinularia viridis（Nitz. ）Ehrenberg（77号土坑；上層） 8．Stauroneis acuta W. Smth（77号土坑；上層）

9．Rhopalodia gibberula（Ehr. ）O. Muller（77号土坑；上層）

10μm
（1－6，9）

10μm
（7，8）
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図版2 花粉化石

1．マツ属（77号土坑；上層） 2．スギ属（77号土坑；上層）

3．オニグルミ属（77号土坑；上層） 4．コナラ属コナラ亜属（77号土坑；上層）

5．トチノキ属（77号土坑；上層） 6．イネ科（77号土坑；上層）

7．ツリフネソウ属（77号土坑；上層） 8．ナデシコ科（77号土坑；上層）

9．キク亜科（77号土坑；上層）

1a 1b 2

3a 3b 4a 4b

5 6a 6b 7

8a 8b 9a 9b

50μm
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図版3 植物珪酸体・種実

01．状況写真（77号土坑；上層） 02．状況写真（77号土坑；下層）

03．コナラ属（77号土坑；下層） 04．木の芽（77号土坑；下層）

05．ヤマグワ（77号土坑；下層） 06．マタタビ属（77号土坑；上層）

07．タラノキ（77号土坑；下層） 08．カヤツリグサ科（77号土坑；上層）

09．スゲ属（77号土坑；上層） 10．ナデシコ科（77号土坑；上層）

11．キジムシロ属－ヘビイチゴ属－オランダイチゴ属（77号土坑；上層）

12．セリ科（77号土坑；上層） 13．昆虫（77号土坑；下層）

1 2

50μm

（1，2）

5mm
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2mm
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1cm

（3）
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図版1 木簡・竹笛の劣化防止処理

1．木簡表処理前

2．木簡表処理後

3．木簡裏処理前

4．木簡裏処理後

5．竹笛処理前

6．竹笛処理後

7．竹笛ケース収納状況

1 2 3 4

5

6

7

CID
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参考　正倉院　南倉111 横笛　第１号・第２号・第３号（右より）
（『正倉院宝物８　南倉Ⅱ』毎日新聞社．1996．108頁より転載）
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図２ 東北地方の古代竹笛

10cm

（1/2）
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林
謙
三
、
一
九
六
四
。

８

『

法
隆
寺
献
納
宝
物
目
録』

(

改
訂
増
補)

東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
九
〇
。

(

付
記)

な
お
、
脱
稿
後
に
宮
城
県
多
賀
城
市
市
川
橋
遺
跡
か
ら
十
世
紀
前
〜
後
葉
の
年
代
が
想

定
さ
れ
て
い
る
三
指
孔
一
歌
口
の
竹
製
横
笛
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。『

市
川
橋
遺
跡
の

調
査』

宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
八
四
集

宮
城
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
。
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納
物
の
う
ち

｢

彫
石
横
笛
壱
口｣

と
あ
る
一
点
と
、
南
倉
納
物
の
う
ち
の

｢

横
笛

参
管
、
一
管
牙
、
一
管
斑
竹
、
銘
東
大
寺｣

と
あ
る
三
点
が
、
奈
良
時
代
か
ら
伝

え
ら
れ
る
横
笛
の
実
物
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
個
の
歌
口
と
七
個
の
指
孔
を
配
し

た
唐
楽
の
横
笛
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
平
成
八
年
秋
の
正
倉
院
展

(

奈
良
国
立
博

物
館)

で
公
開
さ
れ
た
南
倉
納
物
の

｢

横
笛｣

(

注
６)

は
、
ホ
ウ
ラ
イ
チ
ク
か
メ
ダ
ケ
と

考
え
ら
れ
る
一
節
の
素
竹
を
加
工
し
た
も
の
で
、
長
さ
が
三
八
・
五
セ
ン
チ
、
頭

部
の
口
径
が
二
・
二
セ
ン
チ
あ
り
、
笛
身
に
一
個
の
歌
口
と
七
個
の
指
孔
が
配
し

て
あ
る
。
指
孔
は
楕
円
形
に
く
り
ぬ
か
れ
、
節
の
内
側
に
は
紙
つ
ぶ
て
を
詰
め
、

節
の
裏
側
に
は
三
本
の
枝
を
切
り
残
し
て
あ
る
。
こ
の
横
笛
の
ほ
か
に
も
南
倉
に

は

｢

唐
古
楽
拾
九
物｣

の
う
ち
と
し
て

｢
横
笛
半
臂
壱
領｣
｢

同
衫

(

ひ
と
え)

壱
領｣

｢

同
布
衫
壱
領｣

な
ど
、
天
平
勝
宝
四
年

(
七
五
二)

四
月
九
日
の
東
大

寺
大
仏
開
眼
供
養
会
で
、
笛
吹
が
身
に
つ
け
た
装
束
も
残
さ
れ
て
い
る
。
東
京
国

立
博
物
館
に
あ
る
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
一
〇
五
号
の
横
笛
は
、
鎌
倉
時
代
の
十
三

世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る

(

注
８)

。
長
さ
四
〇
・
〇
セ
ン
チ
、
径
二
・

三
セ
ン
チ
の
こ
の
横
笛
は
、
歌
口
一
個
、
指
孔
七
個
の
竜
笛

(

横
笛)
で
、『

法

隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
ⅩⅣ

楽
器』

(

東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
九
四)

に
よ
れ
ば
、
法
隆
寺
の

『

御
伽
藍
御
宝
物
略
御
縁
由』

に

｢

横
笛
の
筒

霊
元
院

法
皇
御
持
物｣

と
あ
り
、
七
弦
琴
や
羯
鼓
な
ど
と
と
も
に
か
つ
て
西
室
に
あ
っ
た

楽
器
の
一
つ
で
あ
る
。

『

西
大
寺
資
財
流
記
帳』

に
は
、｢

大
唐
楽
器
一
具｣

の
中
に
尺
八
と
と
も
に

｢

斑
竹
横
笛
一
口｣

が
、
ま
た

｢

唐
楽
器｣

の
中
に

｢

横
笛
六
管
、
惣
納
黄
袷
袋｣

が
あ
る
と
し
、
さ
ら
に

｢

高
麗
楽
器
一
具｣

の
中
に
も

｢

横
笛
二
口｣

が
含
ま
れ

る
と
記
録
し
て
い
る
。
遺
品
は
な
い
が
、
こ
こ
で
い
う
唐
楽
器
の
横
笛
は
七
個
の

指
孔
を
有
す
る
笛
、
高
麗
楽
の
横
笛
は
六
個
の
指
孔
を
持
つ
笛
を
さ
す
も
の
で
あ

る
。
呉
楽
の
笛
の
名
称
は
記
録
に
な
い
が
、『

西
大
寺
資
財
流
記
帳』

に
は

｢

呉

楽
衣
服
二
具｣

の
中
に
笛
吹
二
人
の
衣
装
と
し
て
袍
、
衫
、
袷
袴
な
ど
が
含
ま
れ

て
お
り
、
ま
た

｢

呉
楽
衣
服�
八
具｣

の
和
装
束
の
中
に
は
笛
吹
二
人
の
装
束
と

し
て
衫
、
半
臂
、
襖
、
汗
袴
や
鼻
広
履
、
靴
履
な
ど
が
み
え
、
楽
器
そ
の
も
の
の

記
載
は
な
い
が
呉
楽
や
伎
楽
に
も
笛
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
呉
楽

(

伎
楽)

の
笛
に
つ
い
て
、
林
謙
三
は
百
済
人
の
味
摩
之
が
伝
え
た
伎
楽
だ
か
ら
、

奈
良
時
代
に
は
高
麗
楽
と
同
じ
よ
う
な
六
個
の
指
孔
が
あ
る
独
特
の
横
笛
を
使
っ

て
い
た
と
し
、｢

後
世
は
常
の
竜
笛
を
吹
い
た
も
の
ら
し
い｣

と
考
え
て
い
る

(

注
７)

。

し
か
し
な
が
ら
、
伎
楽
面
と
一
緒
に
納
め
て
あ
る
正
倉
院
南
倉
納
物
の
横
笛
三
点

は
、
い
ず
れ
も
唐
楽
の
笛
と
同
じ
よ
う
に
七
個
の
指
孔
を
持
つ
横
笛
な
の
で
、
中

国
渡
来
系
の
唐
楽
や
呉
楽
の
横
笛
は
七
個
の
指
孔
、
朝
鮮
半
島
系
の
高
麗
楽
や
百

済
楽
お
よ
び
新
羅
楽
の
笛
は
六
個
の
指
孔
を
持
つ
横
笛
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ

る
。

Ⅳ

江
平
遺
跡
出
土
の
竹
笛

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
竹
管
に
一
個
の
歌
口
と
六
個
の
指
孔
を
配
し
た
江

平
遺
跡
出
土
の
竹
笛
は
、
奈
良
時
代
の
太
笛

(

神
楽
笛)

か
高
麗
笛
の
い
ず
れ
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
復
元
し
た
笛
の
全
長
は
お
よ
そ
三
五
・
三
セ
ン
チ

(

一
尺

二
寸
程
度)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
標
準
を
一
尺
五
寸
と
す
る
神
楽
笛
や
、
一
尺
三

寸
二
分
八
厘
と
す
る
唐
楽
の
横
笛

(

竜
笛)

よ
り
も
や
や
短
く
、
正
倉
院
の
横
笛
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こ
の
う
ち
の

｢

雕
石
尺
八
一
口
、
納
高
麗
錦
袋
、
浅
緑
綾
裏｣

と

『

国
家
珍
宝

帳』
に
し
る
す
尺
八
は
、
昭
和
五
十
年
秋
の

｢

正
倉
院
展｣

(

奈
良
国
立
博
物
館)

で
も
公
開
さ
れ
た
が

(

注
５)

、
長
さ
三
六
・
一
セ
ン
チ
で
、
蛇
紋
岩
の
石
材
を
加
工
し
、

細
い
三
節
の
竹
管
を
か
た
ど
り
、
そ
の
頭
端
部
に
一
個
の
吹
口
を
つ
け
、
笛
身
の

表
面
に
六
個
の
指
孔
を
配
し
た
も
の
で
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
四
個
の
指
孔
の
あ

る
尺
八
と
は
形
状
が
こ
と
な
る
縦
笛
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も

『

正
倉
院
御
物
目

録』

に
は
、
南
倉
納
物
と
し
て
天
平
勝
宝
四
年

(

七
五
二)

四
月
九
日
の
東
大
寺

大
仏
開
眼
供
養
会
に
使
っ
た
三
点
の
尺
八
が

｢

尺
八
三
管
、
一
管
牙
、
一
管
銘
東

大
寺｣

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『

西
大
寺
資
財
流
記
帳』

に
は

｢
大
唐
楽
器
一
具｣

の
中
に

｢

斑
竹
尺

八
一
口｣

と
あ
り
、
こ
れ
は
竹
製
の
尺
八
で
あ
る
と
明
記
す
る
。
ま
た
同
資
財
流

記
帳
に
は

｢

唐
楽
器｣

の
中
に
も
、
黄
色
の
袷
袋
に
納
め
た

｢

尺
八
八
管｣

が
あ

る
と
記
録
さ
れ
て
、
尺
八
は
唐
楽
で
使
う
楽
器
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

■

神
楽
笛

(

太
笛)

竹
管
を
横
た
え
て
吹
奏
す
る
笛
は
一
般
に
横
笛
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
に
は
、
六
個

の
指
孔
を
持
つ
高
麗
楽
の
笛
と
、
同
じ
く
六
個
の
指
孔
を
持
ち
太
笛
と
よ
ば
れ
る

神
楽
笛
、
七
個
の
指
孔
が
あ
る
唐
楽
の
横
笛

(

竜
笛)

、
の
三
種
の
笛
が
あ
る
。

神
楽
笛
は
神
笛
と
も
呼
ぶ
神
事
に
使
う
和
笛
で
、
竹
管
に
歌
口
と
六
個
の
指
孔
を

配
し
た
も
の
で
、
そ
の
構
造
と
形
状
は
六
個
の
指
孔
を
持
つ
高
麗
笛
の
影
響
を
受

け
て
形
を
整
え
た
と
考
え
ら
れ
る
笛
で
あ
る
。
高
麗
笛
よ
り
三
寸
ほ
ど
長
く
、
笛

身
が
や
や
太
め
な
の
で

｢

太
笛｣

と
も
呼
ん
で
い
る
。『

楽
家
録』

は
近
世
の
楽

書
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
の
楽
舞
の
伝
統
や
楽
所
の
流
儀
を
引
き
継
い
で
お
り
、

笛
の
規
格
に
つ
い
て
も
参
考
に
な
ろ
う
。
こ
の

『

楽
家
録』

に
は
神
楽
笛
の
大
き

さ
は
長
一
尺
五
寸
、
尾
端
の
径
は
三
分
八
厘
と
あ
る
。

■

高
麗
笛

高
麗
楽
の
楽
器
の
一
つ
で
狛
笛
と
も
い
い
、
一
個
の
歌
口
と
六
個
の
指
孔
を
持

つ
横
笛
で
あ
る
。
朝
廷
の
儀
式
の
ほ
か
仏
事
や
法
会
で
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
多

い
笛
で
あ
る
。『

西
大
寺
資
財
流
記
帳』

の
中
に
は
、
呉
楽
や
唐
楽
の
装
束
や
楽

器
と
と
も
に

｢

高
麗
楽
器
一
具｣

の
中
に

｢

横
笛
二
口｣

が
し
る
し
て
あ
る
。
こ

れ
は
、
縦
笛
の
尺
八
に
対
す
る
横
笛
の
高
麗
笛
と
い
う
意
味
で
あ
る
。『

和
名
抄』

(

巻
四
・
管
籥
類
・
第
四
十
八)

に
は

｢

籥｣

を

｢

古
萬
布
江

(

こ
ま
ふ
え)｣

と

読
み

｢

吹
処
を
除
い
て
六
孔
の
笛
な
り｣

と
あ
り
、
高
麗
笛
は
平
安
時
代
中
期
に

は
六
孔
の
笛
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
百
済
笛
も
同
じ
六
個
の
指
孔
を

持
つ
笛
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
の
東
遊
笛
は
高
麗
笛
の
流
れ
を
く
む
六
指
孔
の
横

笛
で
あ
る
。『

楽
家
録』

に
は
長
さ
一
尺
二
寸
、
径
は
竹
管
の
尾
端
部
で
三
分
ば

か
り
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
に

｢

高
麗
笛
七
孔
也｣

と
あ
る
の
は
、
歌
口
を
含

む
数
の
こ
と
で
指
孔
は
六
個
で
あ
る
と
の
断
り
が
あ
る
。

■

横
笛

竜
笛
と
も
呼
ば
れ
、
一
個
の
歌
口
と
七
個
の
指
孔
を
持
つ
唐
楽
の
笛
で
、
横
笛

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。『

楽
家
録』

に
は
長
さ
一
尺
三
寸
二
分
八
厘
、
尾
端

の
径
は
四
分
と
あ
り
、
神
楽
笛
よ
り
一
寸
短
く
、
高
麗
笛
よ
り
二
寸
長
く
つ
く
ら

れ
る
。
指
孔
の
数
は
神
楽
笛
と
高
麗
笛
が
六
孔
で
あ
る
の
に
対
し
、
横
笛
は
七
孔

で
あ
る
。

正
倉
院
に
は
四
点
の
横
笛
が
遺
存
し
て
い
る
。『

正
倉
院
御
物
目
録』

の
北
倉
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が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
外
来
系
の
楽
舞
の
う
ち
唐
舞
に
は
、
舞
師
の
他

に
合
笙
師
、
篳
篥
師
、
箜
篌
師
ら
と
と
も
に

｢

横
笛
師
一
人｣

｢

尺
八
師
一
人｣

が
あ
り
、
百
済
舞
に
は
舞
師
、
箜
篌
師
、
韓
琴
師
の
ほ
か
に

｢

横
笛
師
一
人｣

が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
軍
事
や
儀
式
と
の
関
係
が
浅
か
っ
た
高
麗
舞
、
新
羅
舞
、
伎

楽
の
三
楽
と
度
羅
舞
や
婆
理
舞
な
ど
に
は
と
く
に
笛
の
教
師
の
配
置
が
み
ら
れ
な

い
。■

大
角
・
小
角

吹
奏
楽
器
の
中
に
は

｢

角｣
と
呼
ぶ
縦
笛
が
あ
る
。
八
世
紀
の
軍
隊
で
は
こ
の

｢

角｣

を
盛
ん
に
使
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
外
来
系
の
楽
器
で
、『

隋
書』

倭
国
伝

に
は
、
六
〇
八
年
に
煬
帝
が
裴
世
清
を
倭
国
へ
の
使
者
と
し
て
派
遣
し
た
と
き
に
、

倭
国
の
儀
仗
兵
が
太
鼓
と
角
笛
で
こ
れ
を
迎
え
た
よ
う
す
を

｢

設
二

儀
仗
一

、
鳴
二

鼓
角
一

来
迎｣

と
し
る
し
て
い
る
。
我
が
国
で
は

『
日
本
書
紀』

天
武
天
皇
十
四

年

(

六
八
五)

十
一
月
丙
午

(

四
日)

条
に

｢

大
角

(

は
ら)
・
小
角

(

く
だ)

・

鼓
・
吹

(

ふ
え)

・
幡
旗
及
び
弩
・
抛
の
類
は
、
私
の
家
に
存
く
べ
か
ら
ず
。
咸

(

こ
と
ご
と
く)

に
郡
家
に
収
め
よ｣

と
、
武
器
と
と
も
に
大
角
や
小
角
な
ど
を

私
家
に
置
く
こ
と
を
禁
じ
た
詔
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
の
ち
の

『
令
義

解』

軍
防
令
私
家
鼓
鉦
条
の
規
定
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
角
と
書

い
て

｢

は
ら｣

と
読
む
の
は
唐
代
の
宮
門
護
衛
官
が
持
っ
た
ハ
ラ
カ
イ
と
い
う
中

国
北
方
の
楽
器
の
名
称
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
で

｢

角｣

と
呼
び

『

日
本

書
紀』

や
軍
防
令
で
も

｢

角｣

と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、
蒙
古
角
の
よ
う
な
縦
長

の
笛
で
、
基
本
的
に
は
動
物
の
角
製
で
あ
る
。
中
国
で
は
近
年
ま
で
儀
式
に
使
用

し
て
い
た
が
、
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
奈
良
時
代
の

｢

角｣

は
遺
物
が
残
っ
て
い

な
い
。『

和
名
抄』
(

巻
十
三
・
調
度
部
上
第
廾
二
・
征
戦
具
百
七
十
五)

も
こ
の

角
を

｢

波
良
乃
布
江｣

と
読
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
、
軍
事
や
儀
式
で
使
わ
れ
た

吹
奏
楽
器
の
こ
と
で
あ
る
。『

令
義
解』

軍
防
令
の
軍
団
置
鼓
条
に
は
、
軍
団
に

お
け
る
鼓
吹
の
配
置
と
教
習
を
規
定
し
て
、｢

凡
そ
軍
団
に
は
、
各
鼓
二
面
、
大

角
二
口
、
少
角
四
口
置
け
。
通
ひ
て
兵
士
を
用
ゐ
よ
。
分
番
し
て
教
習
せ
よ｣

と

あ
る
。

大
角
と
小
角
は
、
皇
族
や
上
流
貴
族
た
ち
の
葬
儀
の
と
き
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

『

令
義
解』

喪
葬
令
の
葬
送
具
条
に
は
、
親
王
以
下
に
支
給
す
べ
き
葬
送
具
を
規

定
し
て
い
る
が
、
親
王
一
品
に
は
轜
車
な
ど
の
ほ
か
に

｢

鼓
一
百
面
、
大
角
五
十

口
、
小
角
一
百
口
、
幡
四
百
竿
、
金
鉦
鐃
鼓
各
二
面｣

が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

同
じ
く
二
品
に
は

｢

鼓
八
十
面
、
大
角
四
十
口
、
小
角
八
十
口
、
幡
三
百
五
十
竿｣

と
、
さ
ら
に
三
品
と
四
品
お
よ
び
一
位
か
ら
三
位
ま
で
の
装
具
の
規
定
の
中
に
も

大
角
・
小
角
を
支
給
す
る
と
規
定
し
て
あ
る
。

■

尺
八

正
倉
院
の
宝
物
の
中
に
は

｢

尺
八｣

と
呼
ぶ
縦
笛
が
八
点
含
ま
れ
て
い
る
。
明

治
四
十
一
年
十
月
に
宮
内
省
宝
器
主
管
か
ら
帝
室
博
物
館
に
引
き
継
が
れ
た
御
物

の
目
録

『

正
倉
院
御
物
目
録』

(

注
４)

に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
尺
八
は
北
倉
と
南
倉
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。
北
倉
納
物
の
尺
八
は
天
平
勝
宝
八
歳

(

七
五
六)

六
月
廿
一
日

の
『

国
家
珍
宝
帳』

に
聖
武
天
皇
遺
愛
の
品
と
し
て
し
る
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の

中
に
玉
尺
八
一
管
、
尺
八
一
管
、
樺
纏
尺
八
一
管
、
刻
彫
尺
八
一
管
、
雕
石
尺
八

一
口
の
五
点
の
尺
八
が
あ
る
。
玉
と
雕
石
が
石
製
の
尺
八
で
、
そ
の
他
の
尺
八
は

竹
製
で
あ
る
。
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『

日
本
書
紀』

神
代
上
の
第
五
の
一
書
に
、
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
亡
く
な
り
、

紀
伊
国
の
有
馬
村
に
葬
し
た
と
き
に

｢

土
俗
、
此
の
神
の
魂
を
祭
る
に
は
、
花
の

時
に
は
亦
花
を
以
て
祭
る
。
又
鼓
吹
幡
旗
を
用
て
、
歌
ひ
舞
ひ
て
祭
る｣

と
あ
り
、

我
が
国
で
も
、
葬
儀
の
際
に
鼓
を
鳴
ら
し
、
笛
を
吹
き
、
幡
を
た
て
、
歌
を
う
た

い
、
舞
を
奏
し
て
供
養
し
て
い
る
。『

日
本
書
紀』

允
恭
紀
に
は
四
十
二
年
正
月

一
四
日
に
天
皇
が
崩
御
し
た
際
、
こ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
新
羅
王
は
、
我
が
国
に

弔
使
を
派
遣
し
、
殯
宮
に
参
会
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
と
き
弔
使
の
一
行
は
、
対
馬
、

筑
紫
、
難
波
津
か
ら
京
に
い
た
る
道
中
で

｢

或
い
は
哭
き
、
泣

(

い
さ)

ち
、
或

い
は�
ひ
歌｣

い
な
が
ら
弔
意
を
し
め
し
、｢

調
の
船
八
十
艘
、
及
び
種
種
の
楽

人
八
十
を
貢
上
る｣

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
楽
人
の
中
に
は
笛
を
吹
奏
す
る
楽
人
も

存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

■

笛
の
渡
来

楽
人
の
渡
来
は
允
恭
天
皇
の
四
十
二
年
に
も
あ
る
が
、
欽
明
天
皇
十
五
年
二
月

に
は
、
百
済
か
ら
召
聘
さ
れ
て
い
た
五
経
博
士
、
僧
侶
、
易
博
士
、
暦
博
士
、
医

博
士
、
採
薬
師
、
楽
人
の
交
代
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
当
時
、
す
で
に
渡
来

し
て
い
た
楽
人
に
よ
る
笛
の
教
習
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
が
、
七
世
紀
に
な
る
と
楽
舞
教
習
の
実
態
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
明
確
に
な
っ

て
く
る
。『

日
本
書
紀』

推
古
二
十
年

(

六
一
二)

の
是
歳
条
の

｢

呉
に
学
び
て
、

伎
楽

(

呉
楽)

の�
を
得
た｣

と
い
う
百
済
人
の
味
摩
之
が
、
我
が
国
に
渡
来
し
、

大
和
の
桜
井
で
少
年
た
ち
を
集
め
、
楽
舞
を
教
習
し
た
と
す
る
記
事
で
あ
る
。

『

令
集
解』

職
員
令
雅
楽
寮
条
穴
記
に
は

｢

伎
楽
腰
鼓
等
、
今
云
呉
楽
是
也｣

と

あ
り
、
宝
亀
十
一
年

(

七
八
〇)

十
二
月
廿
五
日
の

『

西
大
寺
資
財
流
記
帳』

に

は
、｢

呉
楽
衣
服｣

と
し
て
伎
楽
の
笛
吹
が
使
う
衣
服
が
み
ら
れ
、
ほ
か
に
も
同

資
財
流
記
帳
に
は

｢

呉
楽
衣
服｣

の
和
装
束
の
中
に
笛
吹
二
人
が
着
用
す
る
衫
や

半
臂
あ
る
い
は
靴
履
な
ど
も
あ
る
の
で
、
伎
楽
の
教
習
に
は
笛
の
教
習
も
含
ま
れ

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅲ

笛
の
種
類

■

さ
ま
ざ
ま
な
笛

奈
良
時
代
の
史
料
に
み
ら
れ
る
笛
の
表
記
は
、
笛
、
吹
、
大
角
、
小
角
、
尺
八
、

横
笛
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
軍
楽
隊
用
の
吹
奏
楽
器
は
大
角
と
小
角
、
楽
舞
用

の
吹
奏
楽
器
は
笛
、
尺
八
、
横
笛
、
ほ
か
に
笙
、
篳
篥
な
ど
の
吹
奏
楽
器
が
あ
る
。

横
笛
を
吹
く
表
現
は
、
正
倉
院
の
中
倉
納
物
の
中
に
あ
る
弾
弓
の
図

(

正
倉
院
事

務
所
編

『

正
倉
院
宝
物
５

中
倉
Ⅱ』

毎
日
新
聞
社
・
一
九
九
五
・
八
十
三
頁

中
倉
一
六
九

｢

墨
絵
弾
弓
第
一
号｣

参
照)

に
も
み
ら
れ
る
。

八
世
紀
に
は
笛
を
吹
奏
す
る
楽
人
た
ち
の
養
成
も
、
お
お
や
け
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
。『

令
義
解』

職
員
令
雅
楽
寮
条
に
は
、
雅
楽
寮
に
歌
師
四
人
、
歌
人
三

十
人
、
歌
女
一
百
人
。�
師
四
人
、�
生
百
人
の
ほ
か
に
、
笛
師
二
人
、
笛
生
六

人
、
笛
工
八
人
の
定
員
を
も
う
け
て
い
る
。
さ
ら
に
教
師
と
し
て
唐
楽
師
十
二
人
、

高
麗
楽
師
四
人
、
百
済
楽
師
四
人
、
新
羅
楽
師
四
人
、
伎
楽
師
一
人
、
腰
鼓
師
二

人
を
配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
生
の
定
員
も
も
う
け
て
あ
る
。
こ
こ
に
規
定
さ
れ

る
笛
師
、
笛
生
、
笛
工
は
、
唐
楽
、
高
麗
楽
、
百
済
楽
、
新
羅
楽
、
伎
楽(

呉
楽)

の
諸
楽
に
わ
た
る

｢

笛｣

に
か
か
わ
る
者
を
意
味
し
て
い
る
。『

令
集
解』

職
員

令
雅
楽
寮
条
の
引
く

｢

別
記｣

に
は
、
在
来
系
の
大
歌
に

｢

笛
師
二
人｣

の
配
置
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付
編
２

福
島
県
江
平
遺
跡
出
土
竹
笛
に
つ
い
て

総
合
研
究
大
学
院
大
学
院
生

廣

瀬

千

晃

Ⅰ

江
平
遺
跡
出
土
の
竹
笛

楽
器
に
は
弦
楽
器
の
琴
、
吹
奏
楽
器
の
笛
、
打
楽
器
の
鼓
や
鉦
鼓
、
あ
る
い
は

鐸
鈴
な
ど
が
あ
る
。
な
か
で
も
琴
は
宴
席
な
ど
で
広
く
好
ま
れ
、
福
島
県
内
で
も

原
山
一
号
墳
か
ら
埴
輪

｢

琴
を
弾
く
人｣

(

図
一)

の
出
土
も
あ
る
が

(

注
１)

、
奈
良
時

代
の
横
笛
の
出
土
は
こ
の
遺
物
が
初
め
て
で
あ
る
。

江
平
遺
跡
出
土
の
遺
物
は
、
長
短
十
七
個
の
分
か
れ
た
破
片
で
出
土
し
た
竹
製

の
横
笛
で
あ
る
。
破
片
は
大
き
な
も
の
で
長
一
一
・
九
セ
ン
チ
、
幅
約
一
セ
ン
チ

(

破
片
三)

、
小
さ
な
も
の
で
長
一
・
一
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
五
セ
ン
チ(

破
片
一
七)

あ
る
。
い
ず
れ
も
、
か
な
り
腐
食
が
す
す
ん
で
お
り
、
部
分
的
に
は
竹
笛
の
原
型

を
ほ
と
ん
ど
と
ど
め
て
い
な
い
が
、
実
測
図

(

本
報
告
書
の
図
四
九
五
、
写
真
三

二
五)

の
よ
う
な
現
状
で
あ
る
。
歌
口
の
あ
る
横
笛
の
頭
部
に
は
節
が
あ
り
、
そ

の
部
分
が
比
較
的
よ
く
遺
存
し
、
ま
た
小
片
に
楕
円
形
の
指
孔
の
存
在
を
確
認
で

き
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
一
七
の
破
片
と
、
欠
損
し
た
部
分
を
補
い
な
が

ら
復
元
す
る
と
、
一
個
の
歌
口
と
六
個
の
指
孔
が
あ
る
長
さ
約
三
五
・
三
セ
ン
チ

の
横
笛
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
指
孔
の
呼
び
方
は
、
歌
口
に
近
い
も
の
か

ら
順
に
第
六
、
第
五
、
第
四
、
第
三
、
第
二
、
第
一
の
指
孔
と
呼
ぶ
。
笛
身
は
頭

部
に
一
個
の
節
が
あ
る
一
本
竹
を
加
工
し
た
も
の
で
、
現
状
は
つ
ぶ
れ
て
変
形
し

て
い
る
が
、
外
径
は
頭
部
で
約
二
・
〇
セ
ン
チ
、
節
の
部
分
で
二
・
〇
五
セ
ン
チ
、

尾
端
で
一
・
四
〜
一
・
七
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
る
。

竹
製
の
横
笛
の
出
土
は
珍
し
く
、
宮
城
県
名
取
市
清
水
遺
跡
の
井
戸
跡
か
ら
独

楽
と
と
も
に
出
土
し
た
横
笛
は
、
歌
口
一
、
指
孔
六
と
み
ら
れ
る
遺
物
で
、
九
世

紀
後
半
の
も
の
と
確
認
で
き
、
長
さ
三
〇
セ
ン
チ
、
径
二
セ
ン
チ
あ
り
、
こ
れ
ま

で
、
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
出
土
横
笛
と
さ
れ
て
き
た

(

注
２)

。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
た
び

の
江
平
遺
跡
出
土
の
横
笛
は
、
天
平
一
五
年

(

七
四
三)

三
月
の
年
号
を
し
る
す

木
簡
と
と
も
に
出
土
し
て
お
り
、
出
土
品
と
し
て
は
、
さ
ら
に
一
世
紀
以
上
も
さ

か
の
ぼ
る
遺
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ

我
が
国
の
笛

■

笛
の
材
質

笛
に
は
楽
器
を
立
て
て
吹
奏
す
る
縦
笛
と
、
横
た
え
て
吹
奏
す
る
横
笛
と
が
あ

る
。
材
質
や
形
状
、
用
途
や
名
称
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
フ
エ
は
フ
キ
エ(

吹
枝
・

吹
柄)

の
省
略
形
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

(

注
３)

、
も
と
も
と
、
吹
け
ば
鳴
る
単
純
で
簡
単

な
構
造
の
楽
器
に
は
じ
ま
り
、
世
界
中
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
竹
の
繁
茂
し
た
我

が
国
や
中
国
で
は
竹
製
の
笛
が
多
く
、
他
に
も
木
製
、
陶
製
、
土
製
、
石
製
、
金

属
製
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
材
質
の
も
の
が
あ
る
。『

日
本
書
紀』

継
体
天
皇
七
年
九

月
条
の
春
日
皇
女
の
歌
に
は

｢

隠
国
の
泊
瀬
の
川
ゆ
、
流
れ
来
る
竹
の
い
組
竹
節

竹
、
本
辺
を
ば
琴
に
作
り
、
末
辺
を
ば
笛(

府
曳)

に
作
り
、
吹
き
鳴
す(

下
略)｣

と
あ
り
、
竹
製
の
笛
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

■

笛
の
伝
承

笛
を
吹
奏
す
る
場
面
は
葬
儀
の
記
事
の
中
に
散
見
す
る
。
伝
説
的
な
も
の
で
は
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[22] －58 壬戌 (みずのえいぬ) ・・・・・ 正・22 ３・23
[23] －59 癸亥 (みずのとのゐ) ・・・・・ 正・23 ３・24
[24] － 0 甲子 (きのえね) ・・・・・・・ 正・24 ３・25
[25] － 1 乙丑 (きのとのうし) ・・・・・ 正・25 ３・26
[26] － 2 丙寅 (ひのえとら) ・・・・・・ 正・26 ３・27
[27] － 3 丁卯 (ひのとのう) ・・・・・・ 正・27 ３・28
[28] － 4 戊辰 (つちのえたつ) ・・・・・ 正・28 ３・29
[29] － 5 己巳 (つちのとのみ) ・・・・・ 正・29 ３・30
[30] － 6 庚午 (かのえうま) ・・・・・・ 正・30 ４・ 1
[31] － 7 辛未 (かのとのひつじ) ・・・・ ２・ 1 ４・ 2
[32] － 8 壬申 (みずのえさる) ・・・・・ ２・ 2 ４・ 3
[33] － 9 癸酉 (みずのとのとり) ・・・・ ２・ 3 ４・ 4
[34] －10 甲戌 (きのえいぬ) ・・・・・・ ２・ 4 (雨水) ４・ 5
[35] －11 乙亥 (きのとのゐ) ・・・・・・ ２・ 5 ４・ 6 (立夏)
[36] －12 丙子 (ひのえね) ・・・・・・・ ２・ 6 ４・ 7
[37] －13 丁丑 (ひのとのうし) ・・・・・ ２・ 7 ４・ 8
[38] －14 戊寅 (つちのえとら) ・・・・・ ２・ 8 ４・ 9
[39] －15 己卯 (つちのとのう) ・・・・・ ２・ 9 ４・10
[40] －16 庚辰 (かのえたつ) ・・・・・・ ２・10 ４・11
[41] －17 辛巳 (かのとのみ) ・・・・・・ ２・11 ４・12
[42] －18 壬午 (みずのえうま) ・・・・・ ２・12 ４・13
[43] －19 癸未 (みずのとのひつじ) ・・・ ２・13 ４・14
[44] －20 甲申 (きのえさる) ・・・・・・ ２・14 ４・15
[45] －21 乙酉 (きのとのとり) ・・・・・ ２・15 ４・16
[46] －22 丙戌 (ひのえいぬ) ・・・・・・ ２・16 ４・17
[47] －23 丁亥 (ひのとのゐ) ・・・・・・ ２・17 ４・18
[48] －24 戊子 (つちのえね) ・・・・・・ ２・18 ４・19
[49] －25 己丑 (つちのとのうし) ・・・・ ２・19 (春分) ４・20
[50] －26 庚寅 (かのえとら) ・・・・・・ ２・20 ４・21 (小満)
[51] －27 辛卯 (かのとのう) ・・・・・・ ２・21 ４・22
[52] －28 壬辰 (みずのえたつ) ・・・・・ ２・22 ４・23
[53] －29 癸巳 (みずのとのみ) ・・・・・ ２・23 ４・24
[54] －30 甲午 (きのえうま) ・・・・・・ ２・24 ４・25
[55] －31 乙未 (きのとのひつじ) ・・・・ ２・25 ４・26
[56] －32 丙申 (ひのえさる) ・・・・・・ ２・26 ４・27
[57] －33 丁酉 (ひのとのとり) ・・・・・ ２・27 ４・28
[58] －34 戊戌 (つちのえいぬ) ・・・・・ ２・28 ４・29
[59] －35 己亥 (つちのとのゐ) ・・・・・ ２・29 ５・ 1
[60] －36 庚子 (かのえね) ・・・・・・・ ３・ 1 ５・ 2

[湯浅吉美編 『日本暦日便覧上』 汲古書院 1988年より]

史料６ 天平15年 (A. D. 743) 癸未
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〔高田竹山監修『五體字類』西東書房より〕

（1）
「
最
の
書
体
」

（2）
「
最
の
書
体
」

（3）
「
辧
の
書
体
」



11

曇 讖 四 巻 本 合 部 八 巻 本 義 淨 十 巻 本

巻 品 巻 品 巻 品

一

１ 序

一

１ 序
一

１ 序

２ 壽 量 ２ 壽 量 ２ 如 來 壽 量

－ ３ 三 身 分 別
二

３ 分 別 三 身

３ 懺 悔
二

４ 懺 悔 ４ 夢 見 金 鼓 懺 悔

－ ５ 業 障 滅 三 ５ 滅 業 障

－ 三 ６ 陀 羅 尼 最 淨 地 四 ６ 淨 地 陀 羅 尼

４ 讚 歎

四

７ 贊 歎

五

７ 蓮 華 喩 讚

－ － ８ 金 勝 陀 羅 尼

５ 空 ８ 空 ９ 重 顯 空 性

－ ９ 依 空 滿 願 10 依 空 滿 願

二

６ 四 天 王
五

10 四 天 王 11 四 天 王 觀 察 人 天

〃 〃 六 12 四 天 王 護 國

－

六

[11 銀 主]
七

13 無 染 著 陀 羅 尼

－ － 14 如 意 寶 珠

７ 大 辯 天 －

八

15 大 辯 才 天 女

８ 功 � 天 12 大 辯 天 16 大 吉 � 天 女

〃 13 功 � 天 17 大吉�天女�長財物
９ 堅 牢 地 � 14 堅 牢 地 � 18 堅 牢 地 �

三

10 散 脂 鬼 � 15 散 脂 鬼 � 19 �愼爾耶藥叉大將
11 正 論 16 正 論 20 王 法 正 論

12 善 集

七

17 善 集 21 善 生 王

13 鬼 � 18 鬼 � 22 諸 天 藥 叉 護 持

14 授 記 19 授 記 九 23 授 記

15 除 病 20 除 病 24 除 病

四

16 流 水 長 者 子 21 流 水 長 者 子 25 長 者 子 流 水

17 捨 身

八

22 捨 身

十

26 捨 身

18 讚 佛 23 讚 佛 27 十 方 菩 薩 讚 歎

〃 〃 28 妙 幢 菩 薩 讚 歎

〃 〃 29 菩 提 樹 � 讚 歎

－ － 30 大 辯 才 天 女 讚 歎

[19 囑 累] [24 付 囑] 31 付 囑

18 [19] 24 31

[国訳大蔵経 経部11]

史料４ 金光明経および最勝王経諸本対照表



史
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３謹

解

申
貢
出
家
人
事

辛
國
連
猪
甘
年
卅
九

河
内
國
日
根
郡
可
美
郷
戸
主
日
根
造
夜
麻
戸
口

讀
經

法
華
經
一
部

最
勝
王
經
一
部

注
維
摩
經
一
部

注
法
華
經
一
部

涅
槃
經
一
部

維
摩
玄
一
部

法
華
玄
一
部

肇
論
一
巻

法
華
遊
意
一
巻

三
論

以
前
經
論
文
方
讀
如
件
謹
解
、

依
師
師
禮

(

主
カ)

明�
惠
任�天

平
十
五
年
正
月
七
日
貢
入
外
從
五
位
下
勲
十
二
等
日
根
造
大
田

謹
解

申
貢
出
家
人
事

秦
三
田
次
年�
八

山
背
國
愛
宕
郡
鳥
部
郷
粟
田
朝
臣
弓
張
戸
口

讀
法
華
經
一
部

最
勝
王
經
一
部

藥
師
經
一
部

金
光
槃
若
經
一
部

佛
頂
經
一
部

千
手
經
一
巻

�
羅
尼
四
咒

唱
禮
一
具

以
前

治
部
省
少
輔
從
五
位
下
粟
田
朝
臣
馬
養
所
貢
如
件
、
謹
解
、

天
平
十
五
年
正
月
七
日

師
主�
淨
林

謹
解

申
貢
優
婆
塞
事

合
貳
人

並
出
雲
國

日
置
部
君
稻
持
年
肆
拾
出
雲
郡
漆
沼
郷
戸
主
出
雲
臣
大
國
戸
口

誦
最
勝
王
經
壹
部

唱
禮
具

維
摩
經
壹
部

千
手
千
眼
經
一
巻
音
訓

金
光
般
若
經
壹
巻

本
願
藥
師
經
壹
巻

誦
唱
禮
具

千
手
千
眼�
羅
尼

不
空
羂
索�
羅
尼

佛
頂�
勝�
羅
尼

十
一
面�
羅
尼

如
意
摩
尼�
羅
尼

師
主
藥
師
寺�
平
註

天
平
十
五
年
正
月
八
日出

雲
國
守
從
五
位
下
勲
十
二
等

多
治
比
眞
人
國
人

(『

大
日
本
古
文
書』

よ
り)

10



史
料
２

天
平
期
の
諸
国
正
税
帳
に
み
ら
れ
る
金
光
明
経

天
平
期
の
諸
国
正
税
帳
・
郡
稲
帳
に
は
、
正
月
十
四
日
の
斎
会
で
金
光
明
経
を
読
誦

し
た
さ
い
の
供
養
料
等
に
関
す
る
記
載
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
読
誦
・

転
読
さ
れ
た
経
典
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

天
平
四
年
度
越
前
国
郡
稲
帳

(

古
一－

四
六
五
頁)

金
光
明
経
八
巻

金
光
明
最
勝
王
経
十
巻

天
平
八
年
度
薩
摩
国
正
税
帳

(

古
二－

一
二
頁)

金
光
明
経
八
巻

金
光
明
最
勝
王
経
十
巻

天
平
九
年
度
但
馬
国
正
税
帳

(

古
二－
五
七
頁)

金
光
明
経
八
巻

最
勝
王
経
十
巻

天
平
九
年
度
和
泉
監
正
税
帳

(

古
二－

七
七
頁)

金
光
明
経
八
巻

最
勝
王
経
十
巻

天
平
十
年
度
淡
路
国
正
税
帳

(

古
二－

一
〇
四
頁)

金
光
明
経
四
巻

最
勝
王
経
十
巻

天
平
十
年
度
駿
河
国
正
税
帳

(

古
二－

一
一
七
頁)

金
光
明
経
并
最
勝
王
経
十
八
巻

(

金
光
明
経
八
巻
、
最
勝
王
経
十
巻)

天
平
十
一
年
度
伊
豆
国
正
税
帳

(

古
二－

一
九
二
頁)

金
光
明
経
四
巻

金
光
明
最
勝
王
経
十
巻

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
続
紀
本
条
が
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
諸
国
が
有
し
た
金
光

明
経
に
は
四
巻
本
と
八
巻
本
が
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
と
き
諸
国
に
頒
布
し
た
も
の
が

十
巻
本
の
金
光
明
最
勝
王
経
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
た
し
か
め
ら
れ
る
。

(

新
日
本
古
典
文
学
大
系

『

続
日

本
紀
二』

補
注�－

二
九
よ
り)

○
伊
豆
國
正
税
帳
字
面
ニ｢

伊
豆
國
印｣

ア
リ
○
正
倉
院
文
書

(

織
月
裏
書)

｢

伊
豆
國
天
平
十
一
年
正
税
并
神
税
帳
目
從
八
位
下
林
連
佐
比
物｣

○
神
税
帳
ノ
字
面
ニ

｢

伊
豆
國
印｣

一
ア
リ
。

衛
壹
拾
口
料
衛
手
牛
皮
壹
條
長
四
尺
五
寸

廣
一
寸
五
分

價
稻
捌
束

鞘
壹
口
料
馬
皮
壹
條
長
二
尺
五
寸

廣
四
寸

價
稻
貳
束
伍
把

毎
年
正
月
十
四
日
讀
金
光
明
經
四
巻
又
金
光
明
最
勝
王
經
十
巻
合
壹
拾
肆
巻
供
養

料
稻
肆
拾
玖
束

佛
聖�
及
讀�
十
四
口
合
壹
拾
陸�
供
養
料
稻
漆
束
伍
把
貳
分

(『

大
日
本
古
文
書』

よ
り)

9



史
料
１

『

続
日
本
紀』

天
平
十
五
年
正
月
癸
丑

(

十
二
日)

条

○
癸
丑
、
為
レ

読
ニ

金
光
明
最
勝
王
経
一

、
請
ニ

衆
僧
於
金
光
明
寺
一

。
其
詞
曰
、
天
皇
敬
諮
二

四
十

九
座
諸
大
徳
等
一

。
弟
子
、
階
二

縁
宿
殖
一

、
嗣
二

膺
宝
命
一

。
思
レ

欲
下

宣
二

揚
正
法
一

、
導
中

御
蒸

民
上

。
故
以
二

今
年
正
月
十
四
日
一

、
勧
二

請
海
内
出
家
之
衆
於
所
レ

住
処
一

、
限
二

七
七
日
一

転
二

読

大
乗
金
光
明
最
勝
王
経
一

。
又
令
下

天
下
限
二

七
七
日
一

禁
二

断
殺
生
一

及
断
中

雑
食
上

。
別
於
二

大
養

徳
国
金
光
明
寺
一

、
奉
レ

設
二

殊
勝
之
会
一

、
欲
レ

為
二

天
下
之
摸
一

。
諸
徳
等
、
或
一
時
名
輩
、
或
万

里
嘉
賓
、
僉
曰
二

人
師
一

、
咸
称
二

国
宝
一

。
所
レ

冀
、
屈
二

彼
高
明
一

、
随
二

茲
延
請
一

、
始
暢
二

慈
悲

之
音
一

、
終
諧
二

微
妙
之
力
一

。
仰
願
、
梵
宇
増
レ

威
、
皇
家
累
レ

慶
、
国
土
厳
浄
、
人
民
康
楽
、
広

及
二

群
方
一

、
綿
該
二

広
類
一

、
同
乗
二

菩
薩
之
乗
一

、
並
坐
二

如
来
之
座
一

。
像
法
中
興
、
実
在
二

今

日
一

。
凡
厥
知
見
、
可
レ

不
レ

思
哉
。

(

新
日
本
古
典
文
学
大
系

『

続
日
本
紀
二』

岩
波
書
店
よ
り)

8



か
ら
十
五
世
紀
前
半
ま
で
に

｢

大
般
若
経
転
読･･･｣

の
パ
タ
ー
ン
が
続
き
、

十
五
世
紀
後
半
に
至
り
、
は
じ
め
て
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
想
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

律
令
国
家
は
、
仏
教
政
策
の
中
で
も
、
鎮
護
国
家
の
経
典
と
し
て
の
金
光
明
経

お
よ
び
最
勝
王
経
を
広
め
る
た
め
に
、
そ
の
転
読
を
諸
国
に
命
じ
た
。
そ
の
政
策

は
、
つ
い
に
国
分
寺
造
営
と
い
う
大
事
業
へ
と
展
開
す
る
。
そ
の
国
分
僧
寺
は
い

う
ま
で
も
な
く
、｢

金
光
明
四
天
王
護
国
之
寺｣

と
い
い
、
そ
の
寺
名
は
金
光
明

最
勝
王
経
と
い
う
経
名
と
、
そ
の
中
の

｢
四
天
王
護
国
品｣

の
品
名
に
も
と
づ
い

て
い
る
。
今
回
の
最
勝
王
経

(

実
際
は
金
光
明
経
四
巻
本
と
判
断
で
き
る)

の
精

誦
札
の
発
見
に
よ
っ
て
、
改
め
て
金
光
明
経
お
よ
び
最
勝
王
経
が
当
時
の
国
家
の

根
本
経
典
の
一
つ
で
、
し
か
も
四
巻
本
・
八
巻
本
・
十
巻
本
が
存
在
し
、
政
府
の

奨
励
し
た
十
巻
本
で
は
な
く
、
四
巻
本
が
根
強
く
読
ま
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
律
令
国
家
の
仏
教
政
策
の
一
つ
と
し
て
諸
国
に
命
ぜ
ら
れ
た

金
光
明
最
勝
王
経
の
転
読
が
、
本
木
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
、
陸
奥
国
南
部
の
山
間

部
に
お
い
て
励
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
全
国
で
は
じ
め
て
立
証
し
た
意
義
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
本
木
簡
の
解
釈
に
際
し
て
、
早
稲
田
大
学
の
新
川
登
亀
男
氏
か

ら
、
金
光
明
経
と
最
勝
王
経
に
関
し
て
貴
重
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て

謝
意
を
表
し
た
い
。

図
の
出
典

図
２

戸
閏
幹
夫
ほ
か

一
九
九
〇

｢

小
松
市
高
堂
遺
跡｣

石
川
県
立
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー

図
３

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
編

一
九
九
五

｢

草
戸
千
軒
町
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
Ⅳ｣

図
４

版
木
の
図
は
福
島
県
教
育
委
員
会

一
九
九
一

『

福
島
空
港
用
地
内
埋
蔵

文
化
財
分
布
調
査
報
告
Ⅲ

観
音
山
遺
跡』

よ
り
作
成
。
写
真
は
福
島
県
石

川
郡
玉
川
村
の
白
華
山
岩
法
寺
所
蔵
の
も
の
を
本
書
編
集
者
が
撮
影
し
た
。
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江
平
遺
跡
の
最
勝
王
経
の
精
誦
札
は
、
そ
の
末
尾
に

｢･･･

精
誦
奉
天
平
十
五

年
三
月
□
日｣

と
記
載
し
て
い
る
。

文
末
の

｢

精
誦
奉｣

と
い
う
表
記
は
、
例
え
ば
、
法
隆
寺
伝
来
の
幡
墨
書
銘
文

中
に

｢

己
末
年
十
一
月
廿
日

過
去
尼
道
果

是
以
児
止
与
古
誓
願
作
幡
奉｣

と

あ
る
。｢

己
末
年
十
一
月
廿
日
、
過
ぎ
去
に
し
尼
道
果
。
是
を
以
て
児
、
止
与
古
、

誓
願
し
て
幡
を
作
り
奉
る
。｣

す
な
わ
ち

｢

幡
を
作
り
奉
る｣

と
表
記
す
る
。
こ

の

｢

作
幡
奉｣

と
い
う
表
記
は
、
他
の
幡
墨
書
銘
で
は

｢

作
奉
幡｣

｢

造
奉
幡｣

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
壬
辰
年

(
持
統
六
年＝

六
九
二)

出
雲
・
鰐
渕
寺
金
銅
観

音
菩
薩
台
座
造
像
銘
に
は
、｢

壬
辰
年
五
月
出
雲
國
若
倭
部
臣
徳
太
利
為
父
母
作

奉
菩
薩｣

と
あ
り
、｢

作
奉
菩
薩｣

(

菩
薩
を
作
り
奉
る)

と
表
記
し
て
い
る
。

一
方
、｢･･･

精
誦
奉

天
平
十
五
年
三
月
□
日｣
の
年
紀
を
右
側
に
寄
せ
て
記

載
す
る
様
式
は
、
大
般
若
経
転
読
札
の
年
紀
を
右
左
に
ふ
り
わ
け
て
記
す
様
式
と

共
通
す
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
経
典
名
こ
そ
金
光
明
最
勝
王
経

(

実
際
は
大
般
若
経
百
巻
を

含
む)

と
大
般
若
経
と
異
な
る
も
の
の
、｢

経
典
名
＋
精
誦
奉｣

と
い
う
記
載
様

式
は
、
中
世
の
大
般
若
経
の
十
四
世
紀
〜
十
五
世
紀
前
半
の
転
読
札
と
共
通
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
江
平
遺
跡
の
精
誦
札
の
発
見
に
よ
り
、
八
世
紀
か
ら

十
五
世
紀
前
半
ま
で
は
、
末
尾
に

｢･･･

精
誦
奉｣

｢

大
般
若
経
転
読･･･｣

と
記

載
し
た
が
、
十
五
世
紀
後
半
以
降
は
冒
頭
に

｢

奉
転
読
大
般
若
経･･･｣

と
い
う

記
載
様
式
に
変
化
し
、
現
在
に
至
っ
た
と
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
本
木
簡
の
意
義

本
木
簡
の
意
義
は
、
簡
単
に
主
要
な
点
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
。

一

本
木
簡
は
、
金
光
明
最
勝
王
経

(

実
際
は
金
光
明
経)

の
精
誦
札
で
あ
る
。

一

律
令
国
家
は
、
鎮
護
国
家
の
た
め
の
経
典
と
し
て
、
当
初
は
金
光
明
経
、
そ

し
て
神
亀
五

(

七
二
八)

年
以
降
は
金
光
明
最
勝
王
経
を
全
国
に
頒
布
し
、
そ

の
転
読
を
奨
励
し
た
。

一

天
平
十
五
年

(

七
四
三)

年
正
月
十
四
日
か
ら
四
十
九
日
間
、
政
府
は
金
光

明
最
勝
王
経
を
全
国
各
地
で
転
読
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

一

本
木
簡
は
、
そ
の
命
を
う
け
て
正
月
十
四
日
か
ら
陸
奥
国
内
の
こ
の
地

(

現

玉
川
村)

に
お
い
て
最
勝
王
経
を
精
誦
し
、
四
十
九
日
目
に
あ
た
る
終
了
日
・

天
平
十
五
年
三
月
三
日
に
作
成
し
た
木
札
で
あ
る
。

一

本
木
簡
は
、
政
府
が
諸
国
に
命
じ
た
天
平
十
五
年
の
金
光
明
最
勝
王
経
の
転

読
を
、
陸
奥
国
内
で
実
行
し
た
こ
と
を
は
じ
め
て
立
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

律
令
国
家
は
金
光
明
経
四
巻
本
・
八
巻
本
に
代
わ
っ
て
、
新
た
に
金
光
明
最

勝
王
経
十
巻
本
の
普
及
を
は
か
っ
た
が
、
本
木
簡
の
発
見
に
よ
り
、
天
平
期
前

半
の
諸
国
正
税
帳
に
も
散
見
す
る
四
巻
本
が
天
平
十
五
年
段
階
に
お
い
て
も
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。

一

金
光
明
最
勝
王
経
の
転
読

(

精
誦)

札
は
、
中
世
以
降
の
大
般
若
経
転
読
札

の
先
駆
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。
大
般
若
経
転
読
札
の
記
載
パ
タ
ー
ン
が
中
世

の
出
土
転
読
札
の
分
析
に
よ
っ
て
、
十
五
世
紀
後
半
〜
末
頃
に

｢

大
般
若
経
転

読･･･｣
か
ら

｢

奉
転
読
大
般
若
経｣

と
変
化
す
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回

の
精
誦
札
の
発
見
に
よ
っ
て
、
経
典
名
は
異
な
る
が
、
お
そ
ら
く
は
、
八
世
紀
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る
。す

な
わ
ち
、
政
府
が
命
じ
た
の
は
、
最
勝
王
経
で
あ
っ
た
た
め
に
、
冒
頭
に

｢

最
勝

(
王
経)｣

と
明
記
し
、
実
際
に
は
、
金
光
明
経
四
巻
本
を
用
い
て
、
そ
の

う
ち
の
巻
二
に
含
ま
れ
る
三
品
を
読
経
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
点
は
、
政
府
は
金
光
明
最
勝
王
経
の

｢

転
読｣

を
命
じ
て
い
る
が
、
本

木
簡
で
は

｢

精
誦｣
と
明
記
し
て
い
る
。
転
読
は
文
字
通
り
大
部
の
経
文
の
初
・

中
・
後
の
数
行
を
読
誦
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
精
誦
は
熟
読
・
精

読
と
同
じ
こ
と
で
、
詳
し
く
読
む
こ
と
で
あ
る
。
本
資
料
は
最
勝
王
経
の
転
読
で

は
な
く
、
精
誦
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
木
簡
は
天
平
十
五
年
正
月
癸
丑
の
詞
を
う
け
て
、
陸
奥
国
内

の
玉
川
村
の
こ
の
地
に
お
い
て
、
金
光
明
最
勝
王
経
の
読
経
を
四
十
九
日
間
実
施

し
、
終
了
し
た
時
点
で
書
き
あ
げ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(

５)

大
般
若
経
転
読
札
と
の
関
連

大
般
若
経
転
読
札
は
、
大
般
若
経
を
転
読
し
た
こ
と
を
示
す
木
札
で
あ
る
。
大

般
若
経
は
読
誦

(

ど
く
ず)

に
よ
っ
て
呪
術
的
な
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
中
世
に

は
写
経
・
刊
経
と
な
ら
ん
で
し
き
り
に
転
読
が
行
わ
れ
た
。

嶋
谷
和
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
出
土
転
読
札
の
時
期
に
注
目
す
る
と
、
十
一
例
と
も

十
四
世
紀
〜
十
六
世
紀
の
間
に
お
さ
ま
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
転
読
札
の
記
載

パ
タ
ー
ン
が
十
五
世
紀
後
半
〜
末
頃
に
、｢

大
般
若
経
転
読･･･｣

の
パ
タ
ー
ン
か

ら

｢

奉
転
読
大
般
若
経･･･｣

の
パ
タ
ー
ン
に
変
化
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
と

い
う

[｢

中
世
遺
跡
出
土
の
大
般
若
経
転
読
札｣

『

網
干
善
教
先
生
華
甲
記
念

考

古
学
論
集』

、
一
九
八
八
年]

。

こ
の
中
世
の
後
者
パ
タ
ー
ン

｢

奉
転
読
大
般
若
経･･･｣

は
、
現
在
、
各
地
に

遺
る
民
俗
事
例
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
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(

４)
『

続
日
本
紀』

天
平
十
五
年
正
月
癸
丑

(

十
二
日)

条
の
検
討

仏
法
の
正
し
い
教
え
を
広
め
る
た
め
、
天
平
十
五
年
正
月
十
四
日
か
ら

｢

七
七

日｣
す
な
わ
ち
四
十
九
日
の
間
、
全
国
各
所
で
金
光
明
最
勝
王
経
を
転
読
さ
せ
、

そ
の
間
殺
生
を
禁
じ
、
ま
た
大
養
徳
国

(

大
和
国)

の
金
光
明
寺
で
全
国
の
模
範

と
な
る
法
会
を
行
う
こ
と
と
し
た

(

史
料
１)

。
大
養
徳
国
の
金
光
明
寺
は
、
正

月
十
四
日
か
ら
五
十
日
目
の
三
月
四
日
に
読
経
を
終
え
て
い
る

[

同
書
三
月
癸
卯

(

四
日)

条]

。

本
木
簡
の
年
紀
の
記
載

｢

天
平
十
五
年
三
月
□
日

二
又
は
三｣

は
、
日
の
部
分
が
二
日
又

は
三
日
と
確
定
で
き
な
い
が
、
ま
さ
に

『
続
日
本
紀』

天
平
十
五
年
正
月
癸
丑
条

に
み
え
る
正
月
十
四
日
の
転
読
開
始
日
か
ら

｢
七
七
日｣

す
な
わ
ち
四
十
九
日
後

の
三
月
三
日
で
あ
る
こ
と
と
符
合
す
る

(

史
料
６)
。

と
こ
ろ
で
、
本
木
簡
の
記
載
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

最
勝
王
経
の
う
ち
、
大
辨
品
、
功
徳
品
、
四
天
王
品
の
三
品
を

｢

合
千
巻｣

、

加
え
て

｢

百
巻｣

(

お
そ
ら
く
大
般
若
経)

を
呰
万
呂
と
い
う
人
物
が
精
誦
を
終

え
た
年
月
日
が

｢

天
平
十
五
年
三
月
□
日

二
又
は
三｣

で
あ
る
。
そ
の
場
合
、『
続
日
本
紀』

の
記
載
と
合
致
し
な
い
点
が
二
点
存
在
す
る
。

一
点
は
、
天
平
十
五
年
正
月
癸
丑
条
に
み
え
る
転
読
の
対
象
経
典
は
金
光
明
最

勝
王
経
で
あ
る
。
こ
の
金
光
明
最
勝
王
経
は
、
律
令
政
府
が
先
に
あ
げ
た
神
亀
五

(

七
二
八)

年
条
以
降
、
一
貫
し
て
諸
国
に
そ
の
転
読
を
奨
励
し
て
い
た
。
し
か

し
、
実
際
に
は
天
平
期
の
正
税
帳
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
諸
国
で
は
金
光
明
経
四

巻
本
・
八
巻
本
が
根
強
く
読
経
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
点
、
本
資
料
も
品
名(

大
弁
・

功
徳
・
四
天
王)

か
ら
明
白
な
よ
う
に
、
金
光
明
経
四
巻
本
を
使
用
し
た
の
で
あ
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ま
た
、
木
簡
の
例
と
し
て
は
、
石
川
県
小
松
市
高
堂
遺
跡
出
土
木
簡

(

九
世
紀

代)
が
あ
げ
ら
れ
る
。

木
簡
の
用
途
は
不
明
だ
が
、
地
方
に
お
い
て
も
、
最
勝
王
経
の
な
か
で
も
と
り

わ
け
四
天
王
護
国
品
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(

３)

本
木
簡
の
記
載
様
式

本
木
簡
の
記
載
の
し
か
た
は
、
冒
頭
部

｢

最
勝
□
□｣

が
や
や
大
き
め
の
字
で

書
か
れ
て
お
り
、｣

以
下
の

｢
佛
説
・
・
・｣

は
書
き
出
し
部
分
で
は
、
左
に
寄

せ
若
干
文
字
も
小
さ
く
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
註
記
に
近
い
記
載
と
理
解
で
き

る
。
し
か
し
、
書
き
進
め
る
う
ち
に
本
文
記
載
の
よ
う
に
中
央
部
に
文
字
も
冒
頭

の

｢

最
勝□｣

に
近
い
大
き
さ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。｢

佛
説｣

以
下
を

註
記
記
載
と
し
た
場
合
、｢

大
□
功
徳
四
天
王
経｣
の
｢

功
徳｣

部
分
の

｢

徳｣

は
字
画
の
一
部
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
字
形
か
ら

｢
功
徳｣

と
確
定
し
て
も
問
題

は
な
い
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に

｢

四
天
王｣

を
金
光
明
経
・
最
勝
王
経
の
う
ち

の
四
天
王
品
と
す
れ
ば
、｢

功
徳｣

も
功
徳
品
の
意
味
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、｢

佛
説｣

以
下
の
註
記
記
載
と
い
う
体
裁
か
ら
判
断
し
て
も
、
冒
頭
の

最
勝
王
経
の
う
ち
の
品
名
を
列
記
し
た
と
理
解
で
き
る
。

次
に
四
巻
本
、
八
巻
本
、
十
巻
本
の
品
名
を
検
討
す
る
。
各
本
の
品
名
の
対
照

表

(

史
料
４)

を
掲
げ
た
が
、
こ
の
表
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、
功
徳
品
は
八
巻

本
・
四
巻
本
に
あ
る
が
、
十
巻
本
に
は
功
徳
品
は
見
え
な
い
。
冒
頭
に
最
勝
王
経

と
あ
る
も
の
の
、
品
名
の
列
記
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
金
光
明
経
四
巻
本
・

八
巻
本
に
合
致
す
る

(

史
料
４)

。
そ
の
場
合
、[

大
□]

の
二
文
字
目
は
、
字
画

の
一
部
が
失
わ
れ
て
い
る
が

｢

功
徳
品｣

｢

四
天
王
品｣

と
連
続
す
る
品
名

｢

大

辨
天
品｣

が
該
当
し
、
二
文
字
目
の
残
画
は

｢

辨｣
(

史
料
５)

と
み
な
し
て
も

良
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
金
光
明
経
四
巻
本
・
八
巻
本
の
品
名
の
配
列
は
、

四
巻
本

巻
二－

6
四
天
王
・
7
大
弁
天
・
8
功
徳
天
・
9
堅
牢
地
神

八
巻
本

巻
五－

10
四
天
王

巻
六－

11
銀
主
・
12
大
弁
天
・
13
功
徳
天
・
14
堅
牢
地
神
・

15
散
鬼
神
・
16
正
論

と
な
り
、
八
巻
本
で
は
、
問
題
の
三
品
は
巻
数
が
二
巻
に
ま
た
が
り
、
し
か
も
銀

主
品
が
間
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
本
木
簡
は
金
光
明
経
四
巻
本

と
合
致
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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し
た

(

史
料
５)

。

｢
最
□

[

勝]｣

と
釈
読
す
る
な
ら
ば
、
経
典
名

｢

最
勝
王
経｣

と
想
定
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
オ
モ
テ
面
で
確
実
に
判
読
で
き
る

｢

四
天
王
経｣

は
、
小
乗
経

単
訳
八
十
七
部
の
う
ち
の

｢

四
天
王
経
一
巻
二
紙｣

(『

貞
元
新
定
釈
教
目
録』)

が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
が
、｢

最
勝
王
経｣

と
の
関
連
で
い
え
ば
、
や
は
り
最
勝
王

経

(

十
巻
本)

巻
第
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る

｢

四
天
王
護
國
品｣

の
こ
と
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
類
例
は
、
観
世
音
経
が

｢
妙
法
蓮
華
経｣

第
二
十
五
品
の

｢

観
世
音
菩
薩

普
門
品｣

の
略
称
で
あ
る
点
と
共
通
す
る
。

裏
面
の
最
後
に
は｢

精
誦
奉

天
平
十
五
年
三
月
□
日｣

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
札
は

｢

合
千
巻

(

又
百
巻)｣

に
も
の
ぼ
る

｢

最
勝
王
経｣

を
精
誦

し
終
え
た

｢

天
平
十
五
年
三
月
□
日｣

に
記
し
た
札
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
天
平
十
五
年
は
西
暦
七
四
三
年
で
あ
る
。

(

２)

金
光
明
経
と
最
勝
王
経

『

続
日
本
紀』

神
亀
二

(

七
二
五)

年
七
月
戉
戌

(

十
七
日)
条

詔
二

七
道
諸
國
一

、(

中
略)

又
諸
寺
限
、
勃
加
二

掃
浄
一

、
仍
令
三

僧
尼
読
二

金
光
明
経
。
若
無
二

比
経
一

者
、
便
転
二

最
勝
王
経
一

、
令
二

国
家
平
安
一

也
。

金
光
明
経
は
鎮
護
国
家
の
経
典
で
あ
り
、
四
巻
本
と
八
巻
本
と
が
あ
る
。
四
巻

本
は
北
涼
の
曇ど
ん

無む

讖し
ん

が
訳
し
た
も
の
、
八
巻
本
は
隋
の
宝
貴
な
ど
が
古
訳
を
統
合

し
た
合
部
金
光
明
経
で
あ
る
。
最
勝
王
経
は
、
唐
の
義ぎ

浄
じ
ょ
う

訳
の
金
光
明
最
勝
王

経
十
巻
本
で
あ
る
。
こ
の
最
勝
王
経
は
、
僧
道ど
う

慈じ

が
大
宝
二(

七
〇
二)

年
入
唐
、

養
老
二

(

七
一
八)

年
帰
朝
し
た
際
に
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
府

は
神
亀
五

(

七
二
八)

年
に
は
、
諸
国
で
そ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
金
光
明
経

(

八
巻
本
・
四
巻
本)

に
代
わ
っ
て
金
光
明
最
勝
王
経

(

十
巻
本)

を
諸
国
に
そ

れ
ぞ
れ
一
部
頒
布
し
た
の
で
あ
る
。

『

続
日
本
紀』

神
亀
五
年
十
二
月
己
丑

(

二
十
八
日)

条

金
光
明
経
六
十
四
帙
六
百
册
巻
領
二

於
諸
國
一

。
國
別
十
巻
。
先
レ

是
、
諸

國
所
レ

有
金
光
明
経
、
或
國
八
巻
、
或
国
四
巻
。
至
レ

是
、
写
備
頒
下
。
随

二

経
到
日
一

、
即
令
二

転
読
一

。
為
レ

令
二

國
家
平
安
一

也
。

神
亀
五
年
に
金
光
明
最
勝
王
経
十
巻
本
が
正
式
に
六
十
四
国
に
一
部
ず
つ
頒
布

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
金
光
明
経
八
巻
本
・
四
巻
本
が
各
国
の
正
月
十
四
日
の
斎

会
な
ど
で
根
強
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
天
平
期
の
正
税
帳

(

史
料
２)

で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『

続
日
本
紀』

天
平
十
三

(

七
四
一)

年
三
月
乙
巳
条
の
、
い
わ
ゆ
る
国
分
寺

建
立
の
詔
に
よ
れ
ば
、
金
光
明
最
勝
王
経
・
妙
法
蓮
華
経
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ
書
写

す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
国
分
僧
寺
の
名
は

｢

金
光
明
四
天
王
護
国
之
寺｣

、

国
分
尼
寺
の
名
は

｢

法
華
滅
罪
之
寺｣

と
し
た
が
、｢

金
光
明
四
天
王
護
国
之
寺｣

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
十
巻
本
金
光
明
最
勝
王
経
の
経
名
と
巻
第
六
・
四
天
王
護

国
品
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

金
光
明
最
勝
王
経
が
地
方
で
読
誦
さ
れ
て
い
た
実
態
を
示
す
史
料
と
し
て
は
、

正
倉
院
文
書

(

史
料
３)

に
残
っ
て
い
る
優
婆
塞
貢
進
解
が
あ
げ
ら
れ
る
。
優
婆

塞
貢
進
解
と
は
、
在
俗
の
仏
教
信
者
を
政
府
に
推
薦
し
得
度
を
願
い
出
る
文
書
を

い
う
が
、
こ
の
中
に
被
貢
進
者
が
読
誦
し
た
経
典
と
し
て

｢

最
勝
王
経｣

が
し
ば

し
ば
み
え
る
。
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付
編
１

福
島
県
玉
川
村
江
平
遺
跡
出
土
の
木
簡

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授

平

川

南

一
、
釈

文

般

勝

辨

又
大
□
□
百
巻

最
□
□
□
佛
説
大
□
功
徳
四
天
王
経
千
巻

二
又
は
三

天
平
十
五
年
三
月
□
日

合
千
巻
百
巻
謹
呰
万
呂
精
誦
奉

〇
一
一
型
式

二
、
形

状

下
端
側
面
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
の
短
冊
型
を
呈
し
て
い
る
。

表
面
の
文
字
の
字
画
が
部
分
的
に
失
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
一
定
期

間
、
外
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
た
め
に
風
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
、
記
載
内
容

(

１)
｢

最
勝
王
経｣

に
関
わ
る
札

木
簡
の
オ
モ
テ
面
の
書
き
出
し
部
分
は
、
墨
痕
が
極
め
て
薄
く
、
解
読
す
る
の

が
難
し
い
が
、
わ
ず
か
な
墨
痕
か
ら
、
冒
頭
二
文
字
に
つ
い
て

｢

最
□

[

勝]｣

と
釈
読

1

図1 江平遺跡出土木簡
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